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サブシステム構成

OS/400(R) に標準で用意されているデフォルトのサブシステム構成は、小規模のシステムでの稼働に適した
基本的なサブシステム構成です。ただし、システムのユーザー数が増えるにつれ、システム上の処理をより
適切に管理するために、処理を複数のサブシステムに分割することが求められます。

この経験報告には以下の情報が含まれています。

『複数のサブシステムを考慮する理由』
この情報では、サブシステム構成を行ってユーザー用に新たにサブシステムを追加することが必要と
なる、さまざまな理由について説明します。

2ページの『サーバー・サブシステム』
この情報では、サーバー・ジョブに対してサブシステム構成を行う方法を説明します。

17ページの『サーバー・ジョブの管理』
この情報では、サーバー・ジョブを管理する方法、およびサーバー・ジョブを使用しているユーザー
を確認する方法を説明します。

42ページの『対話式サブシステム構成』
この情報では、対話式ユーザーに対してサブシステム構成を行う方法を説明します。

57ページの『対話式ユーザーおよび装置の管理』
この情報では、対話式ユーザー・セッションおよび装置を管理する方法を説明します。

複数のサブシステムを考慮する理由
OS/400(R) にはサブシステムの標準セットが付属しています。以下のサブシステムが、ユーザーの作業を支
援するために必要です。

v QBASE または QCTL、QINTER、および QCMN

v QSYSWRK

v QSERVER

v QUSRWRK

対話式ユーザーは、通常は QBASE または QINTER で実行します。どちらを使用するかは、制御サブシス
テムのシステム値 (QCTLSBSD) によって決まります。この経験報告では、対話式サブシステムとして
QINTER を使用することを前提としています。

サーバー・ジョブは、QSYSWRK、QUSRWRK、および QSERVER で実行します。通常、デーモン・ジョ
ブ (処理要求を待機中の事前開始ジョブに送るサーバー・ジョブ) が QSYSWRK および QSERVER で実
行されるのに対し、ユーザーに代わって処理を行う事前開始サーバー・ジョブは、通常は QUSRWRK で実
行されます。ただし、事前開始ジョブのなかには QSERVER で実行されるものもあります。

この経験報告では、QINTER および QUSRWRK で実行するユーザーにフォーカスします。システム上の
ユーザー数が増えるにつれ、処理のセットに対して単一のサブシステムでは不十分になることがよくありま
す。

ユーザーを複数のサブシステムに分割することによって、以下のような数多くのメリットを享受できます。
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v どの処理がどのサブシステムで実行されるかをより理論的に制御できるため、システム上の処理の管理
の容易性が向上します。例えば、サーバー・ジョブの場合、すべてのデータベース・サーバー・ジョブ
を 1 つのサブシステムに分離し、リモート・コマンド・サーバー・ジョブを別のサブシステムに分離
し、DDM サーバー・ジョブをさらに別のサブシステムに分離することをお勧めします。これにより、個
々のサブシステムで行われる処理のタイプを把握することができます。

v 特定の時間帯にユーザーのセットがシステムにアクセスできないようにする機能を提供します。例え
ば、バックアップのために毎週金曜日の午後にシステムを制限状態にする必要がある場合は、一度に 1

つのサブシステムを終了することによって、ユーザーを段階的にオフラインにすることができます。

v スケーラビリティーと可用性が向上します。単一のサブシステムに少人数のユーザーの処理を行わせる
ことによって、サブシステムがビジー状態になりにくくなり、対応する処理要求への即応性が向上しま
す。

v 複数のサブシステム間に処理を分散させることによって、エラー許容度が改善されます。対話式サブシ
ステムの場合、これは特に重要です。例えば、ネットワーク障害が発生し、多数のセッションが装置回
復状態に入った場合、その装置回復処理のために対話式サブシステムが極めてビジーな状態になること
があります。これは、サブシステムのジョブが、装置回復を管理するための中心のジョブであるためで
す。ネットワーク障害によって数百の装置が影響を受ける場合、それらの装置はサブシステムによって
1 つずつリカバリーされます。このような処理は、ユーザーによるシステムへのサインオン、またはシ
ステムからのサインオフにマイナスの影響を与えることがあります。ユーザーを複数の対話式サブシス
テムに分割することによって、装置回復処理を、複数のサブシステムのジョブに管理させることができ
ます。1 つのサブシステム内の装置の数を 250 から 300 に制限すると、対話式サブシステムの可用性
とスケーラビリティーは大幅に向上します。

v 対話式サブシステムの始動時間が改善されます。対話式サブシステムは、始動時に、サブシステム記述
に含まれているワークステーション項目によって定義されている、すべての装置を割り振ろうとしま
す。装置の数が増えるにつれ、サブシステムの起動時間は長くなる可能性があります。処理を複数のサ
ブシステム間に分割することによって、サブシステムの始動時間を短くしておくことができます。

v パフォーマンス調整のための追加のオプションを提供します。実行優先順位、タイム・スライス、デフ
ォルトの待機、最大 CPU などの一部のパフォーマンス属性は、クラス記述で指定されます。記憶域プ
ールと最大ジョブは、サブシステム記述で指定されます。単一のサブシステム内で、適切なクラスを含
む複数の経路指定項目を使用することによってパフォーマンスを調整したり、単に経路指定項目の数が
少ないサブシステムを複数セットアップすることができます。どちらの方法でも、ビジネス上重要な作
業を行うユーザーにはより多くのシステム・リソースを与え、重要度の低い作業を行うユーザーに提供
するシステム・リソースは少なめにします。どちらのアプローチを使用するかは、使用する環境での要
件によって異なります。この経験報告で後述する詳細情報では、比較的単純な構成のサブシステムを複
数使用します。

サーバー・サブシステム
OS/400(R) に標準で用意されているデフォルトのサブシステム構成は、小規模のシステムでの稼働に適した
基本的なサブシステム構成です。ただし、サブシステム上のユーザーの数や処理量が増えるにつれ、システ
ム上でより適切に処理を管理するために、処理を複数のサブシステムに分割する必要があります。

この経験報告には以下の情報が含まれています。

3ページの『複数サブシステムについての考慮事項』
このセクションでは、複数サブシステムの使用が適している場合の例を示し、サブシステムを作成お
よび構成する際に留意すべき事項について説明します。
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4ページの『サーバー・サブシステム構成』
このセクションでは、サーバー・ジョブに対してサブシステム構成を行う方法を説明します。

10ページの『サーバー・サブシステムのデフォルト』
このセクションでは、サーバー・サブシステムのデフォルト値を変更する方法を説明します。

13ページの『ユーザー定義のサーバー・サブシステム』
このセクションでは、ユーザー定義のサーバー・サブシステムの作成方法を説明します。

複数サブシステムについての考慮事項
サーバー・ジョブとは、処理を待機中の iSeries(TM) サーバー上で、バックグラウンドで継続的に実行され
るジョブを指します。作業は、ユーザーの代わりをするネットワーク機能、オペレーティング・システム機
能、ネットワーク内の別のシステム、クラスター・サーバー・ジョブなどの汎用システム・サービスから送
られてきます。通常、サーバー・ジョブは、システム出荷時に付属の基本サブシステム
(QSYSWRK、QSERVER、または QUSRWRK) のいずれかで実行されます。一般にサーバー・ジョブは、
HTTP、Lotus Notes(R)、および TCP/IP などの機能と関連しています。サーバー・ジョブについての詳細
は、iSeries Information Center のトピック『実行管理機能: サーバー・ジョブ』を参照してください。

サーバー・ジョブに対してサーバー・サブシステムを構成することの利点には、いくつかの理由がありま
す。これらの理由の一部は次のとおりです。

v サブシステム構成を行う理由の 1 つはパフォーマンス調整であり、これはルーティング項目情報を変更
することで調整できます。変更可能なルーティング情報には、サーバー・ジョブが実行されるメモリ
ー・プールやクラス情報などがあります。クラス情報は、実行優先順位、タイム・スライス、許可され
る最大スレッド数、およびデフォルト待機時間などのさまざまなパフォーマンス属性の構成に使用され
ます。 サブシステム記述表示 (DSPSBSD) コマンドは、ルーティング項目情報にアクセスするためのメ
ニューを表示します。 パフォーマンス調整に関する追加情報は、iSeries Information Center を参照して
ください。

v サブシステム構成を行うもう 1 つの理由は、システム管理です。複数サブシステムを使用するようサー
バーを構成すると、システムの処理が分散され、システム・リソースをより大幅に制御することができ
ます。例えば、データベース・サーバーの処理専用のサブシステムを作成して、そのサブシステムに大
量のシステム・リソースを与えることができます。もう 1 つの例としては、サブシステムに処理を送信
できるユーザーを特定のサブネット内のユーザーに限定することによって、サブシステムへのアクセス
を制御することができます。また、システム管理をシステム保守に役立てることもできます。その他の
例としては、東海岸のすべての従業員用、中西部の従業員用、および西海岸の従業員用に、それぞれ 1

つのサブシステムを持つ、ということが可能になります。 1 日の中で、東海岸の従業員が処理を終了し
たときに、西海岸と中西部の従業員に影響を与えずに、東海岸のサブシステムを終了することができま
す。それぞれの従業員をそのままにして各サブシステムを徐々に停止することによって、ユーザーに大
きな影響を与えずに、使用されていないリソースの保守を実行できます。詳しくは、iSeries Information

Center の『実行管理機能』トピックで、ジョブとスレッドの管理およびサブシステムの管理についての
情報を参照してください。

v 処理を複数のサブシステムに分散すると、エラー許容度が改善されます。処理を複数のサブシステムに
分散することによって、1 つのサブシステムでの障害の影響が抑制され、影響を受ける可能性のあるユ
ーザーすべてに及ぶことがなくなります。サブシステムが同時に 5000 を越えるジョブを処理している
ときに、エラー状態になるような何らかの不具合がそのサブシステムで発生した場合、5000 のジョブが
影響を受け、失われる可能性があります。仮にこれら 5000 のジョブが複数のサブシステムに分散され
ていれば、それらの複数のサブシステムのうちの 1 つで障害が発生したとしても、影響を受けるジョブ
の数ははるかに少なくて済みます。
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サーバー・サブシステム構成
OS/400(R) が提供するサーバー・ジョブの一部は、デフォルト・サブシステム以外のサブシステムで実行す
るように構成できます。サーバーは、システムに標準で用意されているサブシステムか、 13ページの『ユ
ーザー定義のサーバー・サブシステム』を使用することができます。また、サーバーは複数のサブシステム
を使用することができます。適切なサブシステムへの経路指定は、IP アドレスによって制御されます。

サーバー・ジョブが使用するサブシステムを指定するには、iSeries(TM) ナビゲーターを使用する必要があり
ます。以下のステップでは、iSeries ナビゲーターを使用してサーバー・サブシステムを構成する方法を示
します。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「ネットワーク」を展開する。

5. 「サーバー」を展開する。

6. サブシステムを構成するサーバーのタイプを選択する。DDM および iSeries ネットサーバーは TCP/IP
サーバーです。セントラル、データベース、データ待ち行列、ファイル、ネットワーク・プリント、リ
モート・コマンド、およびサインオンは iSeries Access サーバーです。以降のステップでは、iSeries

Access からサブシステムを使用します。サブシステム構成ステップは、各サーバーで同一です。
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7. 右側のペインで、サブシステムを構成するサーバーを右マウス・ボタン・クリックし、「プロパティ
ー」を選択する。別のウィンドウがオープンし、当該サーバーの一般情報およびサブシステム情報のタ
ブが表示されます。

8. 「サブシステム」タブを選択する。

サブシステム構成 5



「サブシステム」タブで、このサーバーのジョブを実行するサブシステムを指定することができます。サブ
システムの構成には、さまざまな方法があります。適切な構成方法を使用して、以下の指示に従って選択を
行ってください。

v サーバーのデフォルト値を使用

処理中の特定のサーバーにサーバーのデフォルト値を使用する場合は、このオプションを選択します。
「サーバーのデフォルト値」により、すべてのサーバー・ジョブのサブシステムに指定したい一般特性
を、 1 カ所で構成することができます。その後、個々のサーバーでこれらのデフォルトを使用させるこ
とも、特定のタイプのサーバーに対してより詳細な構成を行うこともできます。サーバー・デフォルト
の使用および設定の方法について詳しくは、 10ページの『サーバー・サブシステムのデフォルト』を参
照してください。

v 全クライアント

このサーバーを使用するすべてのクライアントで同じサブシステムと代替処置を使用する場合は、この
オプションを選択します。「全クライアント」を使用すると、さまざまなサーバーが実行する処理を、
サーバーのタイプごとにサブシステムに簡単に分割できます。例えば、データベース・サーバーのすべ
てのクライアントに DATABASE サブシステムを使用させたり、リモート・コマンド・サーバーのすべ
てのクライアントに RMTCMD サブシステムを使用させたりすることができます。
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「サブシステム」リストは、このサーバーのジョブを実行するサブシステムを指定します。「なし」を
選択すると、サーバー・ジョブは代替処置を実行します。使用するサブシステムがリストに含まれてい
ない場合は、サブシステムの名前を 10 文字で入力できます。サブシステムがシステム提供のサブシス
テムではない場合は、 13ページの『ユーザー定義のサーバー・サブシステム』を参照して、目的のサブ
システムが正しく設定され、稼働していることを確認してください。

「代替アクション」リストは、指定されたサブシステムでサーバー・ジョブが実行できない場合 (例え
ば、サブシステムがアクティブではない場合や、特定のユーザーによる特定のサーバーの使用を禁止し
たい場合) に行う処置を指定します。代替処置がとられるもう 1 つの例は、特定のサブシステムで必要
な事前開始ジョブがアクティブではない場合です。指定可能な値は、「拒否」、および「現行サブシス
テム内で開始」です。「拒否」を選択すると、指定されたサブシステムで実行できない場合には、要求
は拒否されます。「現行サブシステム内で開始」を選択すると、指定されたサブシステムでジョブが実
行できない場合、そのジョブは、サーバー・デーモンが実行中の同じサブシステムでの実行が試行され
ます。データベース・サーバーとファイル・サーバーの場合は、通常、こうすることによって、要求が
QSERVER サブシステムで実行されます。その他のサーバーの場合は、要求が QSYSWRK に送信され
ます。サーバー・ジョブやそれらが実行されるサブシステム (サーバーやデーモン・ジョブなど) などの
詳細については、 iSeries Information Center の サーバー・テーブルを参照してください。

v 特定のクライアント

特定のクライアントに対して固有のサブシステム構成を設定する場合は、このオプションを選択しま
す。特定のクライアント構成を追加すると、リストの終わりに <共通 (Public)> 項目が追加されます。<

共通 (Public)> 項目は、追加した特定のクライアント項目に含まれないすべてのクライアントに適用され
ます。
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特定のサーバー・サブシステム・クライアントを構成するために使用できるアクションには、さまざま
なものがあります。

– 追加

リストにクライアントを追加するには「追加」をクリックします。すると「クライアントの追加」ダ
イアログが表示され、ここから特定のクライアントやクライアントのグループに、サブシステム構成
を指定できるようになります。その結果、新しいウィンドウ、「クライアントの追加」ダイアログが
表示されます。
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「クライアントの追加」ダイアログから、特定のクライアントまたはクライアントのグループのサブ
システム構成を指定できます。

「記述」テキスト・ボックスには、構成するクライアントのテキスト記述を指定します。

「クライアント」ラジオ・ボタン・オプションでは、個々の IP アドレスを使用するか、IP アドレス
の範囲を使用するかを指定します。個々の IP アドレスは、単一のクライアントに使用する必要があ
ります。 IP アドレスの範囲は、クライアントのグループに使用します。選択したサーバーに対し
て、重複する IP アドレス範囲を指定することはできません。

「サブネット・マスク (Subnet mask)」は、この IP アドレスのサブネット・マスクを指定します。
サブネット・マスクは、インターフェースが接続するネットワークの部分を定義する、固有の 32 ビ
ットの整数です。サブネット・マスクは xxx.xxx.xxx.xxx の形式で表されます。ここで、各フィール
ドはサブネット・マスクの 1 バイト (8 ビット) の 10 進表記です。例えば、16 進表記が
X’FFFFFF00’ であるサブネット・マスクは、255.255.255.0 と表記されます。

「サブシステム」リストは、このサーバーのジョブを実行するサブシステムを指定します。「なし」
を選択すると、サーバー・ジョブは代替処置を実行します。使用するサブシステムがリストに含まれ
ていない場合は、サブシステムの名前を 10 文字で入力することができます。サブシステムがシステ
ム提供のサブシステムではない場合は、 13ページの『ユーザー定義のサーバー・サブシステム』を参
照して、目的のサブシステムが正しく設定され、稼働していることを確認してください。

「代替アクション」リストは、指定されたサブシステムでサーバー・ジョブが実行できない場合 (例
えば、サブシステムがアクティブではない場合や、特定のユーザーによる特定のサーバーの使用を禁
止したい場合) に行う処置を指定します。代替処置がとられるもう 1 つの例は、特定のサブシステム
で必要な事前開始ジョブがアクティブではない場合です。指定可能な値は、「拒否」、および「現行
サブシステム内で開始」です。「拒否」を選択すると、指定されたサブシステムで実行できない場合
には、要求は拒否されます。「現行サブシステム内で開始」を選択すると、指定されたサブシステム
でジョブが実行できない場合、そのジョブは、 サーバー・デーモンが実行中の同じサブシステムでの
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実行が試行されます。データベース・サーバーとファイル・サーバーの場合は通常、これによって、
要求が QSERVER サブシステムで実行されます。その他のサーバーの場合は、要求が QSYSWRK に
送信されます。サーバー・ジョブやそれらが実行されるサブシステム (サーバーやデーモン・ジョブ
など) などの詳細については、 iSeries Information Center の サーバー・テーブルを参照してくださ
い。

– 編集

「編集」をクリックして、リストに追加されたクライアントを編集します。編集する前に、リストか
らクライアントを選択する必要があります。「クライアントの編集 (Edit Client)」ダイアログの外観
は「クライアントの追加」ダイアログと同じであり、構成オプションも同じです。

– 除去

「除去」をクリックして、リストに追加されているクライアントを削除します。除去する前に、リス
トからクライアントを選択する必要があります。リストの終わりにある <共通 (Public)> 項目を除去
することはできません。

すべての選択を行ったら、指定したサーバー・サブシステムのデフォルトを受け入れて適用するには
「OK」をクリックします。サーバー・サブシステムのデフォルト設定に対する変更を拒否して無視するに
は「キャンセル」をクリックします。

サーバー・サブシステムのデフォルト
サーバーのデフォルトを設定すると、すべてのサーバー・ジョブ用のサブシステムの一般特性を 1 カ所で
まとめて構成することができます。個々のサーバーは、その後でこれらのデフォルトを使用することができ
ます。サーバーのデフォルトを指定するには、iSeries(TM) ナビゲーターを使用する必要があります。この機
能にはグリーン・スクリーン・インターフェースはありません。以下のステップでは、iSeries ナビゲータ
ーを使用してサーバー・サブシステムのデフォルトを設定する方法を示します。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「ネットワーク」を展開する。

5. 「サーバー」を選択して右クリックし、オプション・メニューを表示する。

6. プロパティー・メニュー・オプションを選択して、「プロパティー」を開く。

サーバーのデフォルトは、サーバー・コンテナーのサブシステム・プロパティー・ページで指定します。
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サブシステム・プロパティー・ページで、すべてのサーバー・ジョブを実行させるデフォルトのサブシステ
ムを指定することができます。サブシステムの構成には、さまざまな方法があります。適切な構成方法を使
用して、以下の指示に従って選択を行ってください。

v 全クライアント

すべてのサーバーのすべてのクライアントが同じサブシステムと代替処置を使用することを表します。

「サブシステム」リストは、このサーバーのジョブを実行するサブシステムを指定します。「なし」を
選択すると、サーバー・ジョブは代替処置を実行します。使用するサブシステムがリストに含まれてい
ない場合は、サブシステムの名前を 10 文字で入力できます。サブシステムがシステム提供のサブシス
テムではない場合は、 13ページの『ユーザー定義のサーバー・サブシステム』を参照して、目的のサブ
システムが正しく設定され、稼働していることを確認してください。

「代替アクション」リストは、指定されたサブシステムでサーバー・ジョブが実行できない場合 (例え
ば、サブシステムがアクティブでない場合や、特定のユーザーによる特定のサーバーの使用を禁止した
い場合) に行う処置を指定します。代替処置がとられるもう 1 つの例は、特定のサブシステムで必要な
事前開始ジョブがアクティブではない場合です。指定可能な値は、「拒否」、および「現行サブシステ
ム内で開始」です。「拒否」を選択すると、指定されたサブシステムで実行できない場合には、要求は
拒否されます。「現行サブシステム内で開始」を選択すると、指定されたサブシステムでジョブが実行
できない場合、そのジョブは、 サーバー・デーモンが実行中の同じサブシステムでの実行が試行されま
す。データベース・サーバーとファイル・サーバーの場合は通常、これによって、要求が QSERVER サ
ブシステムで実行されます。その他のサーバーの場合は、要求が QSYSWRK に送信されます。サーバ
ー・ジョブやそれらが実行されるサブシステム (サーバーやデーモン・ジョブなど) などの詳細について
は、iSeries Information Center のサーバー・テーブルを参照してください。

v 特定のクライアント
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特定のクライアントに対して、固有のサブシステム構成を設定することを表します。特定のクライアン
ト構成を追加すると、リストの終わりに <共通 (Public)> 項目が追加されます。<共通 (Public)> 項目
は、追加した特定のクライアント項目に含まれないすべてのクライアントに適用されます。

特定のデフォルト・サーバー・サブシステム・クライアントを構成するために使用できるアクションに
は、さまざまなものがあります。

– 追加

リストにクライアントを追加するには「追加」をクリックします。すると「クライアントの追加」ダ
イアログが表示され、ここから特定のクライアントやクライアントのグループに、サブシステム構成
を指定できるようになります。その結果、新しいウィンドウ、「クライアントの追加」ダイアログが
表示されます。

「クライアントの追加」ダイアログから、特定のクライアントまたはクライアントのグループのサブ
システム構成を指定できます。

「記述」テキスト・ボックスには、構成するクライアントのテキスト記述を指定します。

「クライアント」ラジオ・ボタン・オプションでは、個々の IP アドレスを使用するか、 IP アドレ
スの範囲を使用するかを指定します。個々の IP アドレスは、単一のクライアントに使用する必要が
あります。 IP アドレスの範囲は、クライアントのグループに使用します。選択したサーバーに対し
て、重複する IP アドレス範囲を指定することはできません。

「サブネット・マスク (Subnet mask)」は、この IP アドレスのサブネット・マスクを指定します。
サブネット・マスクは、インターフェースが接続するネットワークの部分を定義する、固有の 32 ビ
ットの整数です。サブネット・マスクは xxx.xxx.xxx.xxx の形式で表されます。ここで、各フィール
ドはサブネット・マスクの 1 バイト (8 ビット) の 10 進表記です。例えば、16 進表記が
X’FFFFFF00’ であるサブネット・マスクは、255.255.255.0 と表記されます。
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「サブシステム」リストは、このサーバーのジョブを実行するサブシステムを指定します。「なし」
を選択すると、サーバー・ジョブは代替処置を実行します。使用するサブシステムがリストに含まれ
ていない場合は、サブシステムの名前を 10 文字で入力することができます。サブシステムがシステ
ム提供のサブシステムではない場合は、『ユーザー定義のサーバー・サブシステム』を参照して、目
的のサブシステムが正しく設定され、稼働していることを確認してください。

「代替アクション」リストは、指定されたサブシステムでサーバー・ジョブが実行できない場合 (例
えば、サブシステムがアクティブでない場合や、特定のユーザーによる特定のサーバーの使用を禁止
したい場合) に行う処置を指定します。代替処置がとられるもう 1 つの例は、特定のサブシステムで
必要な事前開始ジョブがアクティブではない場合です。指定可能な値は、「拒否」、および「現行サ
ブシステム内で開始」です。「拒否」を選択すると、指定されたサブシステムで実行できない場合に
は、要求は拒否されます。「現行サブシステム内で開始」を選択すると、指定されたサブシステムで
ジョブが実行できない場合、そのジョブは、 サーバー・デーモンが実行中の同じサブシステムでの実
行が試行されます。データベース・サーバーとファイル・サーバーの場合は通常、これによって、要
求が QSERVER サブシステムで実行されます。その他のサーバーの場合は、要求が QSYSWRK に送
信されます。サーバー・ジョブやそれらが実行されるサブシステム (サーバーやデーモン・ジョブな
ど) などの詳細については、iSeries Information Center のサーバー・テーブルを参照してください。

– 編集

「編集」をクリックして、リストに追加されたクライアントを編集します。編集する前に、リストか
らクライアントを選択する必要があります。「クライアントの編集 (Edit Client)」ダイアログの外観
は「クライアントの追加」ダイアログと同じであり、構成オプションも同じです。

– 除去

「除去」をクリックして、リストに追加されているクライアントを削除します。除去する前に、リス
トからクライアントを選択する必要があります。リストの終わりにある <共通 (Public)> 項目を除去
することはできません。

すべての選択を行ったら、指定したサーバー・サブシステムのデフォルトを受け入れて適用するには
「OK」をクリックします。サーバー・サブシステムのデフォルト設定に対する変更を拒否して無視するに
は「キャンセル」をクリックします。

ユーザー定義のサーバー・サブシステム
この記事では、QUSRWRK システム提供のサブシステムを基にして、新しいユーザー定義のサーバー・サ
ブシステムを作成する方法について説明します。ユーザー定義サブシステムは、 4ページの『サーバー・サ
ブシステム構成』に使用できます。

最初の計画ステップの 1 つとして、サブシステムに使用する命名規則を決定します。命名規則は、シンプ
ルなもの、ユーザーをより反映したもの (INVENTORY、PGMR、ORDERENT) や、ユーザーの地理的な所
在地を反映するもの (EAST、CENTRAL、WEST) などにすることができます。システム管理のために、分
かりやすい命名規則を決定してください。

以下のステップは、サブシステムを対話式に作成するものとして説明しています。CL プログラムを使って
サブシステムを作成すると、リカバリーの際に構成を簡単に再作成できるようにすることができます。

1. サブシステム構成オブジェクトを保管するライブラリーを作成する。この例では、SBSLIB を使用しま
す。

CRTLIB SBSLIB TEXT(’Library to hold subsystem configuration objects’)
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2. クラスを作成する。クラスは、実行優先順位、タイム・スライス、デフォルト待機時間などの、使用す
るサブシステムの一部のパフォーマンス特性を定義します。

次の例では、優先順位 20、タイム・スライス 2000 ミリ秒、デフォルト待機時間 30 秒の MYSBS ク
ラスが SBSLIB ライブラリー内に作成されます。

CRTCLS SBSLIB/MYSBS RUNPTY(20) TIMESLICE(2000) DFTWAIT(30)
TEXT(’Custom Subsystem Class’)

クラスの作成についての詳細は、クラス作成 (CRTCLS) のコマンドの説明を参照してください。

注:

サブシステムのすべてに使用する単一のクラスを作成することも、また、各サブシステムごとにク
ラスを作成することもできます。どちらを選ぶかは、特定のサブシステムのパフォーマンス設定の
一部をカスタマイズしたいかどうかによって変わります。IBM(R) 提供のサブシステムにはサブシ
ステムごとに作成されたクラスが含まれており、そのクラスの名前はサブシステムの名前と同じで
す。サブシステムごとのクラスをサブシステムと同じ名前で作成しない場合は、 経路指定項目追
加 (ADDRTGE) コマンドでクラス名を指定する必要があります。これは、クラス (CLS) パラメー
ターのデフォルトが *SBSD (クラス名がサブシステム記述と同じであることを示す) であるため
です。

各サブシステムで別個のクラスを使用したほうがよい理由の例は、以下のとおりです。重要なユー
ザーに他のユーザーよりも高い実行優先順位を与えたい場合に、重要なユーザーを別個のサブシス
テムで実行させ、そのサブシステムに使用するクラスに高い実行優先順位を指定することによっ
て、これを実現できます。実行優先順位では、数値の低いほうが優先順位が高いことに注意してく
ださい。

3. サブシステム記述を作成する。定義する必要があるサブシステムごとに、このステップを繰り返しま
す。 サブシステム記述の作成方法の詳細については、 iSeries Information Center を参照してくださ
い。

以下の例では、QUSRWRK と同一の属性を持つサブシステム記述を作成します。ジョブ待ち行列、経路
指定項目、および事前開始ジョブの情報は、後で手動で追加する必要があります。

CRTSBSD SBSD(SBSLIB/MYSBS) POOLS((1 *BASE)) TEXT(’カスタムのサーバー・サブシステム’)

サブシステム記述が作成されたら、 サブシステム記述表示 (DSPSBSD) コマンドを使ってサブシステム
記述情報を表示します。

サブシステム記述を最初から作成する代わりに、複製オブジェクト作成 (CRTDUPOBJ) コマンドを使っ
て既存のサブシステム記述をコピーすることができます。以下の例では、QUSRWRK と同一の属性を持
つサブシステム記述を作成します。これにより、ジョブ待ち行列、経路指定項目、および事前開始ジョ
ブの情報も QUSRWRK からコピーされます。これらの値は、サブシステムの要件によっては変更が必
要になることがあります。

CRTDUPOBJ OBJ(QUSRWRK) FROMLIB(QSYS) OBJTYPE(*SBSD) TOLIB(SBSLIB)
NEWOBJ(MYSBS)

この報告書では、サブシステム記述を最初から作成したと仮定しています。

注:

使用される記憶域プールは、サブシステム記述で指定されます。ユーザーのセットをそれらのユー
ザー自身のプールに分離したい場合は、*BASE プールを使用するのではなく、そのサブシステム
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の具体的な記憶域サイズと活動レベルと共にプール ID を指定することによってこれを行うことが
できます。また、 共用記憶域プール変更 (CHGSHRPOOL) コマンドを使って共用プールを定義
し、その共用プールをサブシステム記述で指定することもできます。

サブシステム記述では、サブシステムで実行できるジョブの数も定義します。以下のパラメーター
は サブシステム記述作成 (CRTSBSD) コマンドで使用できますが、複雑さが増し、偶発的にサブ
システムへのユーザーのアクセスを妨げる可能性が高くなるため、これらのパラメーターは使用し
ないことをお勧めします。

活動レベル (MAXACT): 活動レベルは、一度にアクティブに実行できるスレッドの最大数を決定
します。サブシステム内ではこの数よりも多くのスレッドをアクティブにすることができますが、
活動レベルは、特定の時点でアクティブに実行できる数を決定します。

最大ジョブ数 (MAXJOBS): 最大ジョブ数パラメーターは、サブシステムで実行するジョブの数を
決定します。この値を超えることはできません。既に最大数のジョブが実行しているときに追加の
ジョブを開始しようとすると、失敗します。

4. サブシステム名と同じ名前を使ってサブシステムのジョブ待ち行列を作成し、ジョブ待ち行列項目をサ
ブシステム記述に追加する。一般に、サブシステムにはジョブ待ち行列が必要です。ジョブ待ち行列を
持つことで、必要なときにサーバー・ジョブをサブシステムにサブミットすることができます。ジョブ
待ち行列にあるサーバー・ジョブは、その後で処理されます。また、ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドを
使ってジョブをカスタム・サブシステムに転送する場合も、ジョブ待ち行列が必要になります。

CRTJOBQ JOBQ(SBSLIB/MYSBS)

ADDJOBQE SBSD(SBSLIB/MYSBS) JOBQ(SBSLIB/MYSBS) MAXACT(*NOMAX)

各コマンドについての詳細は、ジョブ待ち行列作成 (CRTJOBQ) コマンドの説明とジョブ待ち行列項目
追加 (ADDJOBQE) コマンドの説明を参照してください。 iSeries Information Center には、 ジョブ待
ち行列の動作に関する情報も記載されています。

5. 経路指定項目をサブシステムに追加する。

以下の例は、特定の経路指定項目と一致しないすべての要求を受け取る、汎用項目となるよう設計され
た経路指定項目を追加します。ユーザー定義サブシステムに追加される経路指定項目は、この例とは異
なることがあります。経路指定項目は、サブシステムの特定の要件に応じて変わります。ユーザー定義
サブシステム上に経路指定項目を設定するための基本は、それらを QUSRWRK で使用される経路指定
項目と同一にすることです。

ADDRTGE SBSD(SBSLIB/MYSBS) SEQNBR(9999) CMPVAL(*ANY) PGM(QSYS/QCMD)
CLS(SBSLIB/MYSBS)

QUSRWRK 用にシステム上に標準で用意されている経路指定項目を見ると、複数の追加の経路指定項目
があることが分かります。これらの機能が必要な場合は、カスタマイズしたサブシステム記述にもこれ
らの経路指定項目を追加します。経路指定項目を、QUSRWRK から新しいユーザー定義サブシステム内
にコピーすることをお勧めします。

詳しくは、経路指定項目追加 (ADDRTGE) コマンドの説明を参照してください。

注:

最大活動レベル (MAXACT): 最大活動レベルは、この経路指定項目からアクティブにすることが
できる経路指定ステップの最大数を指します。これには、デフォルト値の *NOMAX を使用する
ことを強くお勧めします。
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ADDRTGE コマンドは、使用するプール ID を指定します。このコマンドのデフォルトは 1 で
す。専用プールを含むサブシステム記述をセットアップした場合は、経路指定項目に適切なプール
ID を指定してください。

クラスの名前がサブシステム記述の名前と異なる場合、 ADDDRTGE コマンドでクラスを指定す
る必要があります。

経路指定項目は非常に複雑になることがあります。使用可能なオプションを調べる必要がある場合
は、「AS/400e シリーズ 実行管理の手引き」を参照してください。

6. 事前開始ジョブ項目をサブシステムに追加する。事前開始ジョブは、開始済みで、処理のディスパッチ
を待っているジョブです。サブシステムへサブミットされる要求の処理に使用できるだけの数の事前開
始ジョブを、サブシステムに設定しておくと特に便利です。

以下の例は、事前開始ジョブ項目を追加します。ユーザー定義サブシステムに追加される事前開始ジョ
ブ項目は、この例とは異なることがあります。事前開始ジョブ項目は、サブシステムの特定の要件に応
じて変わります。ユーザー定義サブシステム上の事前開始ジョブ項目を、QUSRWRK で使用される事前
開始ジョブ項目と同じにすることをお勧めします。

ADDPJE SBSD(SBSLIB/MYSBS) PGM(QSYS/QZSOSIGN) INLJOBS(50) THRESHOLD(4)
JOB(QZSOSIGN) JOBD(QSYS/QZBSJOBD) CLS(QGPL/QCASERVR) STRJOBS(*YES)

このコマンドではデフォルトは使用しないでください。ジョブの初期数、しきい値、ジョブ・パラメー
ターの追加の数などのバランス、およびその他の重要な事前開始ジョブの設定についての詳細は、 事前
開始ジョブ項目の調整に関する情報を参照してください。事前開始ジョブ項目をサブシステム記述に追
加する方法についての詳細は、事前開始ジョブ項目追加 (ADDPJE) コマンドの説明を参照してくださ
い。

注:

作業が到着する前にジョブを初期化することによって、初期化の実行によるオーバーヘッドと時間
が回避され、処理のスループットをさらに高めることができます。必要とされる処理量、および送
信されてくることが予想される要求の量に対処できるよう、事前開始ジョブ項目を適切に構成する
ことが非常に重要です。構成が適切でない場合、ジョブでは代替処置がとられることになります。
また、事前開始ジョブの現在のプールが使い果たされた場合には、追加の事前開始ジョブが作成さ
れるときにパフォーマンスが低下します。サブシステムの代替処置についての詳細は、 4ページの
『サーバー・サブシステム構成』を参照してください。

以下のパラメーターは、最初に実行する事前開始ジョブの数、および、最初の事前開始ジョブの現
行プールが使用中の場合に実行する内容を決定するために使用されます。

v ジョブの初期数 (INLJOBS): サブシステム記述 (SBSD) パラメーターに指定されたサブシステ
ムの開始時に開始される、事前開始ジョブの初期数を指定します。このパラメーターの値は、最
大ジョブ数 (MAXJOBS) パラメーターの値以下でなければなりません。このパラメーターの値
は、しきい値 (THRESHOLD) パラメーターの値以上でなければなりません。現行ワークロード
は、ジョブの初期数と同じではありません。経験上、ジョブの初期数を、求められるワークロー
ドにしきい値を足した数に設定する、という方法が適しています。

v しきい値 (THRESHOLD): 追加の事前開始ジョブがいつ開始されるかを指定します。使用可能な
ジョブのプール (サービス要求に使用できるジョブ) がこの値より低くなると、追加のジョブ
(追加ジョブ数 (ADLJOBS) パラメーターに指定されている) が開始され、使用可能なプールに
追加されます。このパラメーターの値は、ジョブの初期数 (INLJOBS) パラメーターに指定され
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た値以下でなければなりません。しきい値は、システムのワークロードと、使用可能な事前開始
ジョブがすべて使用不可になった後で投入される新しい処理の量を反映した値とする必要があり
ます。

v 追加ジョブ数 (ADLJOBS): 事前開始ジョブの数がしきい値 (THRESHOLD) パラメーターで指定
された値より低くなったときに開始される、追加の事前開始ジョブの数を指定します。このパラ
メーターに指定される値は、最大ジョブ数 (MAXJOBS) に指定される値より低い値でなければ
なりません。

事前開始ジョブの詳細については、iSeries Information Center の『実行管理機能』セクションで、
事前開始ジョブ、事前開始ジョブの使用、および事前開始ジョブの使用についての情報を参照して
ください。

サブシステム記述の作成が完了したら、 サブシステム記述表示 (DSPSBSD) コマンドを使ってサブシステ
ムのさまざまな属性を表示し、正しく設定されているかどうかを検査します。

サブシステム開始 (STRSBS) コマンドを使ってサブシステムを開始します。処理がサブシステムによって
処理されていることを確認するには、ユーザー定義サブシステムを使用するように 4ページの『サーバー・
サブシステム構成』を行い、サブシステムで適切なクライアントが実行中であることを確認します。 サブ
システム・ジョブ処理 (WRKSBSJOB) コマンドは、ジョブがユーザー定義サブシステムで稼働しているこ
とを確認する際に役立ちます。

ユーザー定義サブシステムはすべて、ユーザー定義サブシステムを使用するサーバーが開始される前に開始
する必要があります。サーバーに対してユーザー定義サブシステムを確実に使用可能な状態にするために
は、TCP/IP が開始する前にサブシステムを開始することが最良の方法です。これを行うには、2 つの方法
があります。 1 つ目の方法は、 IPL開始プログラムを変更することです。これには、IPL 時にサブシステ
ムを自動的に開始するという利点があります。これにより、制限状態からシステムを再始動または始動する
たびに、手動で始動する必要がなくなります。サブシステム開始を制御する 2 つ目の方法は、STRTCP

IPL 属性を *NO に変更してから、システム開始プログラムで、サブシステム、TCP/IP、およびサーバー・
ジョブの開始を適切な順序で管理することです。IPL 自動始動などの詳細については、TCP/IP 開始
(STRTCP) コマンドの説明を参照してください。サーバーの始動方法についての詳細は、iSeries Information

Center に記載されています。

サーバー・ジョブの管理
サーバー・サブシステムをカスタマイズできるようになると、サブシステムで実行するサーバー・ジョブを
より適切に管理したいという要求が生じます。iSeries(TM) ナビゲーターには、サーバー・ジョブを検索およ
び管理するための、多数のさまざまなインターフェースが備えられています。サーバー・ジョブを見付けた
ら、さまざまな機能を使用してそれらのジョブを制御および管理できます。

この経験報告には以下の情報が含まれています。

18ページの『すべてのサーバー・ジョブ』
このセクションでは、iSeries ナビゲーターを使用してすべてのサーバー・ジョブを検索する方法を説
明します。

19ページの『サーバー別のサーバー・ジョブ』
このセクションでは、iSeries ナビゲーターを使用して、特定のサーバーのサーバー・ジョブを検索す
る方法を説明します。
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21ページの『ユーザー別のサーバー・ジョブ』
このセクションでは、iSeries ナビゲーターを使用し、ユーザーを基にしてサーバー・ジョブを検索す
る方法を説明します。

24ページの『終了したサーバー・ジョブ』
このセクションでは、iSeries ナビゲーターを使用して、既に終了したサーバー・ジョブを検索する方
法を説明します。

26ページの『サーバー・ジョブ・テーブル』
このセクションでは、QSYSWRK で実行するサーバー・ジョブのリストを示します。

27ページの『サーバー・ジョブの詳細とプロパティー』
このセクションでは、iSeries ナビゲーターを使用して管理することができる、サーバー・ジョブの詳
細とプロパティーを説明します。

すべてのサーバー・ジョブ
iSeries(TM) ナビゲーターを使用すると、出力待ち行列に含まれていないすべてのサーバー・ジョブを確認す
ることができます。これは、所属するサーバーに関係なくすべてのサーバー・ジョブを確認するときに便利
です。これは、所有しているサーバーが不明な場合に、特定のサーバー・ジョブを検索する際に役立ちま
す。

サーバー・ジョブ用にはグリーン・スクリーン・インターフェースもありますが、以下の情報では、iSeries

ナビゲーターを使用します。サーバー・ジョブとグリーン・スクリーン・インターフェースについての詳細
は、iSeries Information Center の『iSeries サーバー上のサーバー・ジョブの識別』の情報を参照してくださ
い。

以下のステップでは、iSeries ナビゲーターを使用してすべてのサーバー・ジョブを表示する方法を示しま
す。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「実行管理機能」を展開する。

5. 「サーバー・ジョブ」を選択する。右側のペインに、サーバー・ジョブがすべてリスト表示されます。
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6. 管理するサーバー・ジョブを検索する。

7. ジョブ名を右マウス・ボタンでクリックする。

8. メニュー・オプションを選択する。

サーバー・ジョブの管理に使用できる各メニュー・オプションの詳細については、 27ページの『サーバ
ー・ジョブの詳細とプロパティー』を参照してください。

サーバー別のサーバー・ジョブ
以下のステップでは、iSeries(TM) ナビゲーターを使用して、特定のサーバーのすべてのサーバー・ジョブを
表示する方法を示します。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「ネットワーク」を展開する。

5. 「サーバー」を展開する。

6. 「TCP/IP」または「iSeries Access」を選択する。右側ペインに該当するサーバーが表示されます。

選択するオプションは、サーバー・ジョブの管理を行いたいサーバーによって決定されます。 TCP/IP
サーバーには、DDM サーバーおよび iSeries NetServer サーバーなどがあります。 iSeries Access
サーバーには、セントラル・サーバー、データベース・サーバー、データ待ち行列サーバー、ファイ
ル・サーバー、ネットワーク・プリント・サーバー、リモート・コマンド・サーバー、およびサインオ
ン・サーバーなどがあります。
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以降のステップでは、iSeries Access サーバーを使用します。

7. 「データベース」を右マウス・ボタンでクリックしてから、「サーバー・ジョブ」を選択する。

8. サーバー・ジョブの管理に使用できるもう 1 つのウィンドウがオープンする。
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このウィンドウから、iSeries ナビゲーターのメイン・ウィンドウの右ペインと同じように、サーバ
ー・ジョブを管理し、情報をカスタマイズできます。

9. 管理するサーバー・ジョブを検索する。

10. ジョブ名を右マウス・ボタンでクリックする。

11. メニュー・オプションを選択する。

サーバー・ジョブの管理に使用できる各メニュー・オプションの詳細については、 27ページの『サーバ
ー・ジョブの詳細とプロパティー』を参照してください。

ユーザー別のサーバー・ジョブ
以下のステップでは、iSeries(TM) ナビゲーターを使用して、特定のユーザーのすべてのサーバー・ジョブを
表示する方法を示します。特定のユーザー・プロファイルについて検索されたサーバー・ジョブは、その特
定のユーザーのプロファイルの下で実際に実行されているサーバー・ジョブ、ということになります。これ
は、そのサーバー・ジョブが開始されたユーザー・プロファイルと同じユーザー・プロファイルであるとは
限りません。そのユーザーが実行しているサーバー・ジョブの確認のために選択するユーザー・プロファイ
ルを決定する際には、この点に注意してください。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「ユーザーおよびグループ」を展開する。

5. 「すべてのユーザー」を選択する。
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6. サーバー・ジョブを確認したいユーザーの「プロファイル」を右クリックし、「ユーザー・オブジェク
ト」を選択してから「サーバー・ジョブ」を選択する。
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7. このユーザーのサーバー・ジョブを管理できる、もう 1 つのウィンドウがオープンする。
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このウィンドウから、iSeries ナビゲーターのメイン・ウィンドウの右ペインと同じように、サーバ
ー・ジョブを管理し、情報をカスタマイズできます。

8. 管理するサーバー・ジョブを検索する。

9. ジョブ名を右マウス・ボタンでクリックする。

10. メニュー・オプションを選択する。

サーバー・ジョブの管理に使用できる各メニュー・オプションの詳細については、 27ページの『サーバ
ー・ジョブの詳細とプロパティー』を参照してください。

終了したサーバー・ジョブ
スプール出力を持つサーバー・ジョブが終了すると、そのジョブはシステム上に残り、表示することができ
ます。以下のステップでは、iSeries(TM) ナビゲーターを使用して、スプール出力を持つ、終了したサーバ
ー・ジョブの検索方法を説明します。

1. 「iSeries ナビゲーター」を開く。

2. 「ユーザー接続」を展開する。

3. 「iSeries サーバー」を展開する。

4. 「実行管理機能」を展開する。

5. 「サーバー・ジョブ」を右クリックし、「このビューのカスタマイズ」を選択し、次に「組み込み」を
選択する。

「サーバー・ジョブ - 組み込み (25 ページを参照)」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「出力とともに完了したジョブ」を選択し、「OK」をクリックする。
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サーバー・ジョブ・リストは、出力を持つ完了ジョブのみを表示するように変更されます。

7. 管理する完了サーバー・ジョブを検索する。

8. ジョブ名を右マウス・ボタンでクリックする。

9. メニュー・オプションをクリックする。

サーバー・ジョブの管理に使用できる各メニュー・オプションの詳細については、 27ページの『サーバ
ー・ジョブの詳細とプロパティー』を参照してください。

サーバー・ジョブ - 組み込み

「サーバー・ジョブ - 組み込み」ダイアログを使用して、iSeries ナビゲーター・ウィンドウに表示される
サーバー・ジョブのリストを、指定する基準に一致するものに制限します。以下に、このダイアログの各セ
クションについて説明します。

v ジョブ

iSeries ナビゲーター・ウィンドウに表示されるジョブ・リストの制限に使用する、以下に示す基準を指
定します。

– 名前

リストに含めるジョブの名前。以下の値から選択します。

- すべて - すべてのジョブ名が含まれるようにします。ジョブ名は、リストのサブセット化には使用
されません。

- 特定の名前 - 特定のジョブ名の下で現在実行中のジョブをリストに含めます。例えば、
QZDASOINIT という名前を入力すると、この名前を持つジョブのみが表示されます。
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- 総称名 - 指定した文字で始まるジョブをリストに含めます。1 つ以上の文字と、その後にアスタリ
スク (*) を入力します。アスタリスクを文字と文字の間に入力することはできません。

– ユーザー

リストに含める必要のあるジョブの所有者であるユーザー。指定できる値は以下のとおりです。

- すべて - すべてのユーザーが含まれるようにします。ユーザー名は、リストのサブセット化には使
用されません。

- 現在サインオン中のユーザー (Current signed on user) - 現在サインオン中のユーザーに属する
ジョブをリストに含めます。このオプションは、リストに含めるサーバー・ジョブ名の一部とし
て、現在サインオン中のユーザーのプロファイルと一致するユーザー・プロファイルを持つサーバ
ー・ジョブを検索します。ほとんどの場合、このオプションはサーバー・ジョブには適用されませ
ん。

- 特定の名前 - 特定のユーザーの下で現在実行されているジョブが含まれます。有効なユーザー・プ
ロファイル名を入力するか、「参照...」を選択してユーザーのリストから選択します。

- 総称名 - 指定した文字で始まるユーザー名がリストに含まれるようにします。1 つ以上の文字と、
その後にアスタリスク (*) を入力します。アスタリスクを文字と文字の間に入力することはできま
せん。

- 参照 -「参照」をクリックすると、「ユーザーの参照」ダイアログが表示されます。リストからユ
ーザーを選択して、「OK」をクリックします。

– 番号

リストに含めるジョブのシステム生成ジョブ番号。指定できる値は以下のとおりです。

- すべて - すべてのジョブ番号が含まれるようにします。ジョブ番号は、リストのサブセット化には
使用されません。

- 特定の番号 (Specific number) - 特定のジョブ番号を持つジョブが表示されます。000000 から
999999 の 6 桁のジョブ番号を入力します。

v 状況

指定した状況のジョブがリストに含まれるようにします。ジョブの状況は、ジョブが実行されるとき
に、そのジョブがシステム内のどこにあるかを示します。指定できるオプションは以下のとおりです。

– アクティブ・ジョブ - 実行は開始されているが、まだ完了していないジョブを含めるよう選択しま
す。

– 出力を持つ完了ジョブ - 実行が完了した、スプール出力を持つジョブを含めるよう選択します。

v 現行ユーザー

現行ユーザーの下で実行中のジョブをリストに含めます。指定できるオプションは以下のとおりです。

– すべて - すべてのユーザーのジョブが含まれるようにします。

– 特定の名前 - 特定のユーザーの下で現在実行されているジョブが含まれます。有効なユーザー・プロ
ファイル名を選択するか、「参照...」を選択してユーザーのリストから選択します。

– 参照 -「参照」をクリックすると、「ユーザーの参照」ダイアログが表示されます。リストからユー
ザーを選択して、「OK」をクリックします。

サーバー・ジョブ・テーブル
QSYSWRK で実行するサーバー・ジョブなどの、システム上で実行するサーバー・ジョブのジョブ名につ
いての詳細は、iSeries(TM) Information Center の『サーバー・テーブル』を参照してください。このテーブ
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ルにはサブシステムとジョブ名が示されているため、アクティブ・ジョブとそのジョブ・ログを検索するこ
とができます。また、このテーブルには各サーバー・ジョブが使用するジョブ記述も示されています。デフ
ォルトでは、ほとんどのサーバー・ジョブはジョブの終了時にジョブ・ログを生成しません (LOG パラメ
ーターが 4 0 *NOLIST に設定されています)。つまり、ジョブ・ログは作成されません。ジョブ・ログを
生成して、すべてのメッセージがジョブ・ログに送信されるようにする場合は、LOG パラメーターを 4 0

*SECLVL と指定する必要があります。

サーバー・ジョブの詳細とプロパティー
iSeries(TM) サーバーでのジョブの検索方法に関係なく、ジョブが見つかれば、そのジョブの管理 (ジョブの
制御またはジョブ情報の表示のいずれか) のために実行できる作業がいくつかあります。以下のセクション
では、iSeries ナビゲーターを使って管理することができるサーバー・ジョブの詳細とプロパティーについ
てクローズアップしています。

iSeries ナビゲーターを使用してサーバー・ジョブの詳細とプロパティーを表示する方法を、以下のステッ
プに示します。

1. 管理するサーバー・ジョブを検索する。

2. ジョブ名を右マウス・ボタンでクリックする。

3. メニュー・オプションを選択する。

各メニュー・オプションは、さらに以下のように展開されます。

v モニター (28 ページを参照)

v プリンター出力 (28 ページを参照)

v ジョブ・ログ (29 ページを参照)

v 呼び出しスタック (30 ページを参照)

v ライブラリー・リスト (30 ページを参照)
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v ロックされたオブジェクト (31 ページを参照)

v オープン・ファイル (32 ページを参照)

v スレッド (32 ページを参照)

v トランザクション (33 ページを参照)

v 経過パフォーマンス統計 (34 ページを参照)

v 最後の SQL ステートメント (37 ページを参照)

v 保留 (38 ページを参照)

v 削除 / 終了 (39 ページを参照)

v プロパティー (42 ページを参照)

モニター

「モニター」を選択します。「モニター」ダイアログが新しいウィンドウでオープンします。

ジョブ・モニターを使用すると、ジョブ名、ジョブのユーザー、ジョブ・タイプ、サブシステム、またはサ
ーバー・タイプに基づいて、ジョブまたはジョブのリストをモニターすることができます。例えば、ジョブ
の CPU 使用率、ジョブの状況、またはジョブ・ログのメッセージなどをモニターする必要があります。ジ
ョブ・モニターを使用して、所定のしきい値を越えた場合に実行されるコマンドを定義することができま
す。iSeries Information Center の『シナリオ: CPU 使用率のジョブ・モニター (scenario: job monitor for

CPU utilization)』に、ジョブ・モニターを適切に設定して構成する方法の例が記載されています。

「新規モニターまたはモニター・プロパティー」の「一般」ページを使用すると、モニターに関する一般情
報を表示および変更することができます。一般情報には、モニターの名前、モニターの要旨、およびモニタ
ーするジョブとサーバーが含まれています。新規モニターの作成方法についての詳細は、iSeries Information

Center の『新しいモニターの作成』を参照してください。さらに、詳細については、iSeries Information

Center のトピック『マネージメント・セントラル』も参照してください。

プリンター出力
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「プリンター出力」を選択します。ジョブのプリンター出力を表示できる、新しいウィンドウがオープンし
ます。

表示される情報は、以下の方法を使用してアクセスおよびカスタマイズできます。

v プリンター出力の「表示」、「オープン」、「保留」、「解放」、「次を印刷」、「送信」、「カッ
ト」、「コピー」、「移動」、または「削除」

v プリンター出力プロパティーの変更

v プリンター出力表示の調整

v プリンター出力のドラッグ・アンド・ドロップ

ジョブ・ログ

「ジョブ・ログ」を選択します。ジョブのジョブ・ログを表示できる、新しいウィンドウがオープンしま
す。
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表示される情報は、以下の方法を使用してアクセスおよびカスタマイズできます。

v ジョブ・ログ画面の調整

v ジョブ・ログ画面のソート

呼び出しスタック

「詳細」を選択してから「呼び出しスタック」を選択します。ジョブの呼び出しスタックを表示できる、新
しいウィンドウがオープンします。

呼び出しスタックは、表示することはできますが、変更はできません。

ライブラリー・リスト

「詳細」を選択してから「ライブラリー・リスト」を選択します。ジョブのライブラリー・リストを表示で
きる、新しいウィンドウがオープンします。
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ライブラリー・リストからライブラリーを選択します。ライブラリーを選択した後、以下の操作を実行でき
ます。

v ライブラリーのオープン

v ライブラリーのプロパティーの表示

v ライブラリー・リストの検索

ロックされたオブジェクト

「詳細」を選択してから「ロックされたオブジェクト」を選択します。ジョブによってロックされたオブジ
ェクトを表示できる、新しいウィンドウがオープンします。
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ロックされたオブジェクトをリストから選択します。ロックされたオブジェクトを選択した後、以下の操作
を実行できます。

v ロック・ホルダーの表示

v ロックされたメンバーの表示

v ロックのプロパティーの表示

オープン・ファイル

「詳細」を選択してから「オープン・ファイル」を選択します。ジョブによってオープンされているオブジ
ェクトを表示できる、新しいウィンドウがオープンします。

オープンされているファイルをリストから選択します。オープンされているファイルを選択した後、以下の
操作を実行できます。

v ファイルのプロパティーの表示

スレッド

「詳細」を選択してから「スレッド」を選択します。ジョブ・スレッドを表示できる、新しいウィンドウが
オープンします。

スレッドは、ジョブ内にあるディスパッチ可能な独立した作業単位、とみなすことができます。詳細につい
ては、iSeries Information Center のトピック『実行管理機能』でスレッドの情報を参照してください。
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リストからスレッドを選択します。スレッドを選択した後、以下の操作を実行できます。

v スレッドの保留

v スレッドの開放

v スレッドの削除/終了

v スレッドのプロパティーの表示

v スレッドの呼び出しスタック、ライブラリー・リスト、ロックされたオブジェクト、トランザクショ
ン、および経過パフォーマンス統計の表示

v スレッド統計のリセット

トランザクション

「詳細」を選択してから「トランザクション」を選択します。ジョブ・トランザクションを表示できる、新
しいウィンドウがオープンします。

トランザクションは、システム上のオブジェクトに対する個々の変更のグループとして定義されるもので、
ユーザーに対しては単一の微細な変更のように見えます。トランザクションは、作業論理単位 (LUW) と呼
ばれる場合もあります。コミットメント制御が使用され、個々の変更をまとめたグループ全体の変更が、関
係するすべてのシステム上で生じるか、あるいはその変更が何も生じないか、のいずれかであることが保証
されます。

iSeries サーバーは、グローバル・トランザクションとデータベース・トランザクションという、2 つの異
なるタイプのトランザクションをサポートしています。グローバル・トランザクションには、DB2 UDB

for iSeries の外部と内部の両方の変更が含まれることがあります。データベース・トランザクションには、
DB2(R) UDB for iSeries(TM) の変更のみが含まれます。

コミットメント制御とトランザクションについての詳細は、iSeries Information Center の『コミットメント
制御』を参照してください。
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「作業単位識別コード (トランザクション) (Unit of Work ID (transaction))」を選択します。トランザクシ
ョンを選択した後、以下の操作を実行できます。

v トランザクション・プロパティーの表示

v トランザクションのジョブの表示

v トランザクションのリソース統計の表示

v トランザクションのコミットの強制

v トランザクションのロールバックの強制

v トランザクションの再同期のキャンセル

経過パフォーマンス統計

「詳細」を選択してから「経過パフォーマンス統計」を選択します。経過パフォーマンス統計のダイアログ
が、新しいウィンドウでオープンします。
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「経過パフォーマンス統計」ページを使って、ジョブ名、CPU 統計、ディスク入出力のレートと回数、お
よびページ不在率などの、ジョブまたはスレッドの詳細なパフォーマンス情報を表示します。経過パフォー
マンス統計は、「経過時間」フィールドに指定された時間間隔で計算されます。「即時最新表示」ボタンま
たは「時限最新表示」ボタンを使って、データを更新します。このウィンドウの以下のエレメントについて
は、より詳細なヘルプが用意されています。

v ジョブ

スレッドが実行されているジョブの名前。

v ユーザー

このスレッドが実行されているジョブのユーザーの名前。

v 番号

このスレッドが実行されているジョブにシステムが割り当てた番号。

v スレッド
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ジョブ内の特定のスレッドを示す。注:「スレッド (Thread)」フィールドは、スレッドの経過パフォーマ
ンス統計が表示される場合にのみ表示されます。

v 最終最新表示

経過パフォーマンス統計が最後に最新表示された日時。

v 経過時間

経過パフォーマンス統計が計算されている時間間隔。

v 経過時間の間に計算されたパフォーマンス統計

– CPU

CPU の使用率に関する、以下のパフォーマンス統計が表示されます。

- パーセンテージ

経過時間中にジョブまたはスレッドによって使用された、使用可能な処理装置時間の割合。マルチ
プロセッサー・システムの場合は、すべてのプロセッサーの平均値となります。

- 時刻

経過時間中にジョブまたはスレッドによって使用された、処理装置時間の合計値 (ミリ秒)。

- データベース %

経過時間中に、データベース処理に使用された処理装置時間の合計の割合。マルチプロセッサー・
システムの場合は、すべてのプロセッサーの平均値となります。

- データベース時間

経過時間中にデータベース処理に使用された処理装置時間の合計 (ミリ秒)。

– ディスク入出力率

経過時間中、1 秒間にジョブまたはスレッドによって行われたディスク入出力操作の平均回数。この
値は同期ディスク入出力操作および非同期ディスク入出力操作の合計です。

- 同期

経過時間中、1 秒間にジョブまたはスレッドによって行われた同期 (物理) ディスク入出力操作の
平均回数。この値はデータベースとデータベース以外に対する同期読み書きの合計です。

- 非同期

経過時間中、1 秒間にジョブまたはスレッドによって行われた非同期ディスク入出力操作の平均回
数。この値はデータベースとデータベース以外に対する非同期読み書きの合計です。

– ディスク入出力カウント

経過時間中に、ジョブまたはスレッドによって行われたディスク入出力操作の回数。この値は同期デ
ィスク入出力操作および非同期ディスク入出力操作の合計です。

- 同期

経過時間中に、ジョブまたはスレッドによって行われた同期 (物理) ディスク入出力操作の回数。
この値はデータベースとデータベース以外に対する同期読み書きの合計です。

- 非同期
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経過時間中に、ジョブまたはスレッドによって行われた非同期 (物理) ディスク入出力操作の回
数。この値はデータベースとデータベース以外に対する非同期読み書きの合計です。

– ページ不在率

経過時間中、1 秒間にアクティブ・プログラムが主記憶域に存在しないアドレスを参照した回数の平
均値。

– 平均応答時間

このジョブに対して、経過時間中に行われた対話式トランザクションの応答時間の平均値を秒単位で
表したもの。

– 対話式トランザクション

このジョブに対して、経過時間中に行われたユーザー対話の回数。 例えば、ユーザーがファンクショ
ン・キーを押した回数です。注: スレッドに対する経過パフォーマンス統計が表示されていない場
合、「平均応答時間」フィールドと「対話式トランザクション数」フィールドは表示されません。

v 即時最新表示

これをクリックすると、最新の経過パフォーマンス統計が表示され、統計計算の対象となる期間が延長
されます。

v 時限最新表示...

経過パフォーマンス統計の自動更新をセットアップするためのダイアログを表示します。

v 統計のリセット

経過パフォーマンス統計をクリアし、統計の計算対象となる期間をリセットします。経過パフォーマン
ス統計をリセットしても、スレッドのコンテナーには影響はありません。現在のダイアログのみリセッ
トされます。

最後の SQL ステートメント

「詳細」を選択してから「最後の SQL ステートメント」を選択します。ジョブが SQL ステートメントを
実行している場合は、「SQL スクリプトの実行」ウィンドウがオープンします。
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「SQL スクリプトの実行」ウィンドウを使って、SQL ステートメントのスクリプトを作成、編集、実行、
およびトラブルシューティングします。スクリプトを使った作業が終了したら、それらのスクリプトを PC

に保管することができます。詳細については、iSeries ナビゲーターで「SQL スクリプトの実行」のヘル
プ・トピックを参照してください。

保留

「保留」を選択します。「保留」ダイアログが新しいウィンドウで開きます。
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「保留」ダイアログを使って、選択したジョブを保留します。ジョブを保留すると、ジョブは中断され、そ
れ以降の処理が実行されなくなります。このウィンドウの以下のエレメントについては、より詳細なヘルプ
が用意されています。

v 保留するジョブ

保留が選択されているジョブが表示されます。選択内容が正しくない場合は、「キャンセル」をクリッ
クするか、表示されている項目を選択解除して選択内容を変更します。リスト内の項目を選択解除する
には、Ctrl キーを押しながら左マウス・ボタンをクリックします。

v 選択したジョブについてプリンター出力を保留

保留中のジョブによって作成されたプリンター出力も保留にするかどうかを指定します。プリンター出
力を保留するとは、出力待ち行列にファイルを保留し、印刷しないという意味です。指定できるオプシ
ョンは以下のとおりです。

– はい

保留されているジョブのプリンター出力も保留されます。

– いいえ

保留中のジョブに対するプリンター出力は保留されず、印刷できます。

削除 / 終了

「削除 / 終了」を選択します。「削除 / 終了の確認」ダイアログが新しいウィンドウで開きます。
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「削除 / 終了の確認」ダイアログを使って、選択したジョブを削除します。ジョブを削除すると、ジョブ
の処理は終了されます。「削除」をクリックすると、ジョブが終了します。このウィンドウの以下のエレメ
ントについては、より詳細なヘルプが用意されています。

v 終了するジョブ

終了または削除するよう選択したジョブが表示されます。選択内容が正しくない場合は、「キャンセ
ル」をクリックするか、表示されている項目を選択解除して選択内容を変更します。リスト内の項目を
選択解除するには、Ctrl キーを押しながら左マウス・ボタンをクリックします。

v 終了方法

ジョブを終了する方法を指定します。指定できるオプションは以下のとおりです。

– 制御

指定した時間制限内に、制御された方法でジョブを終了することができます。ジョブのアプリケーシ
ョン・プログラムは、ジョブ終了処理を実行できます。

– 即時

ジョブは遅延時間なしで即時に終了します。アプリケーション・プログラムは、終了方法で「制御付
き」を指定した場合のようにジョブ終了処理を実行することはできません。注: データが部分的に更
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新されている場合、このオプションは好ましくない結果を引き起こす可能性があります。このため、
このオプションは、制御付き終了が正常に行われなかった場合のみ使用してください。

v 制御付き終了の時間制限

アプリケーション・プログラムがジョブ終了処理を実行しなければならない制限時間を指定します。指
定可能な値は 1 から 999999 秒です。

v プリンター出力の削除

ジョブによって作成され、まだ印刷されていないプリンター出力も削除するかどうかを指定します。指
定できるオプションは以下のとおりです。

– はい

終了するジョブのプリンター出力は削除され、印刷はされません。

– いいえ

終了するジョブのプリンター出力は保持され、印刷できます。

v 最大ジョブ・ログ項目数

終了するジョブのジョブ・ログに書き込む項目の最大数を選択します。指定できるオプションは以下の
とおりです。

– 番号

ジョブ・ログに書き込むメッセージの最大数を指定します。ジョブ・ログに含まれるメッセージの数
が最大数よりも少ないときにこの値を入力した場合のみ、この値が最大数になります。それ以外の場
合、この制限により、ジョブ・ログに対してさらにメッセージを書き込む処理だけが停止されます。
ジョブ・ログにメッセージを書き込む前に 0 を指定した場合、ジョブ・ログは作成されません。指定
可能な値は 0 から 2147483647 までです。

– ジョブ値を使用

ジョブ・ログの項目の最大値は変更されません。すべてのジョブは値が「無限大」で開始され、後で
変更 (例えば、直前の削除など) されない限り、これが現行のジョブ値となります。

– 無限大

ジョブ・ログに書き込まれるメッセージの数に制限はありません。

v 関連する対話式ジョブのアクション

選択したジョブが終了したときに、その他の関連する対話式ジョブをどのように処理するかを指定しま
す。指定できる選択肢は以下のとおりです。

– 終了しない

選択したジョブのみ終了します。

– グループ・ジョブを終了 (End for group jobs)

選択したジョブがグループ・ジョブである場合、このグループに対するすべてのジョブを終了しま
す。ジョブがグループ・ジョブではない場合、選択したジョブが終了します。

– すべて終了 (End all)

選択したジョブについて、グループ・ジョブおよび 2 次ジョブを含む、ワークステーション上で実行
中の対話式ジョブをすべて終了します。
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プロパティー

「プロパティー」を選択します。「ジョブ・プロパティー」ダイアログが新しいウィンドウで開きます。

「ジョブ・プロパティー」ダイアログについての詳細は、iSeries Information Center の『ジョブ・プロパテ
ィー』を参照してください。

対話式サブシステム構成
対話式ユーザーとは、5250 ディスプレイ装置セッションを実行するユーザーを指します。これらのセッシ
ョンは、平衡型、リモート・ワークステーション、Telnet、5250 ディスプレイ装置パススルー、仮想端末
API ベース・アプリケーション、およびさまざまな Web ベースの接続 (WebFacing、 IBM(R) WebSphere(R)

Host Access Transformation Server (HATS)、iSeries(TM) Access for the Web 5250 サポートなど) から接続
されます。

新しい対話式サブシステムのセットアップ方法を、以下のステップで説明します。単一の対話式サブシステ
ムに割り当てる装置の数は、250 から 300 に制限することをお勧めします。このため、システム上のユー
ザーの数を考慮して、適切な数の対話式サブシステムを作成する必要があります。

最初の計画ステップの 1 つとして、サブシステムに使用する命名規則を決定します。命名規則は、
INTER1、INTER2、INTER3 といった単純なもの、処理のタイプを反映するもの
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(INVENTORY、ORDERENT、PGMR)、またはユーザーの地理的な所在地を反映するもの
(EAST、CENTRAL、WEST) などにすることができます。システム管理のために、分かりやすい命名規則を
決定してください。

以下のステップでは、コマンドを手動で入力するかのようにして説明しています。ただし、リカバリーの際
に構成を簡単に再作成できるよう、CL プログラムを使ってサブシステムを作成する必要があります。

1. サブシステム構成オブジェクトを保管するライブラリーを作成する。この例では、SBSLIB を使用しま
す。

CRTLIB SBSLIB TEXT(’Library to hold subsystem configuration objects’)

2. クラスを作成する。クラスは、使用する対話式サブシステムの一部のパフォーマンス特性を定義しま
す。QINTER クラスと同一のクラスを作成するには、以下のコマンドを入力します。

CRTCLS SBSLIB/INTER1 RUNPTY(20) TIMESLICE(2000) PURGE(*YES) DFTWAIT(30)
TEXT(’Custom Interactive Subsystem Class’)

カスタムの対話式サブシステムに QGPL 内の QINTER クラスを使用するか、対話式サブシステムのす
べてに使用する単一のクラスを作成するか、各対話式サブシステムごとにクラスを作成することができ
ます。どの方法を選択するかは、特定のサブシステムのパフォーマンス設定の一部をカスタマイズした
いかどうかによって変わります。IBM 提供のサブシステムは、各サブシステムごとにクラスが作成され
た状態で出荷されており、そのクラスの名前はサブシステムの名前と同じです。このため、各サブシス
テムごとのクラスをサブシステムと同じ名前で作成しない場合は、経路指定項目追加 (ADDRTGE) コマ
ンドにクラス名を指定する必要があります。これは、CLS パラメーターのデフォルトが *SBSD である
(つまり、クラス名がサブシステム記述と同じ名前になる) ためです。

例えば、ビジネス上重要な処理を行うユーザーには、他のユーザーよりも高い実行優先順位を与える必
要のある場合があります。これは、ビジネス上重要な処理を実行するユーザーを、高い実行優先順位
(RUNPTY(15) など) を指定するクラスを使用して構成された別個のサブシステムで実行させることによ
って行うことができます (実行優先順位では、数値の低いほうが優先順位が高いことに注意してくださ
い)。

3. サブシステム記述を作成する。定義する必要のある各サブシステムごとに、このステップを繰り返しま
す。

CRTSBSD SBSD(SBSLIB/INTER1) POOLS((1 *BASE) (2 *INTERACT)) SGNDSPF(*QDSIGNON)

これにより、QINTER と同一の属性を持つサブシステム記述が作成されます。

使用される記憶域プールは、サブシステム記述で指定されます。ユーザーのセットをそれらのユーザー
自身のプールに分離したい場合には、共用 *INTERACT プールを使用するのではなく、そのサブシステ
ムの具体的な記憶域サイズと活動レベルと共にプール ID を指定することによって、これを行うことが
できます。オプションで、共用記憶域プール変更 (CHGSHRPOOL) コマンドを使って共用プールを定義
し、その共用プールをサブシステム記述に指定することもできます。

サブシステム記述では、サブシステムで実行するジョブの数も定義します。次に示す、考慮すべきいく
つかの異なるオプションがあります。

v CRTSBSD コマンドの POOLS パラメーターの活動レベル。活動レベルは、プール内で一度にアクテ
ィブに実行できるスレッドの最大数を決定します。プール内ではこの数よりも多くのスレッドをアク
ティブにすることができますが、活動レベルは、任意の一時点においてアクティブに実行できる数を
決定します。

v CRTSBSD コマンドの最大ジョブ数 (MAXJOBS) パラメーター。最大ジョブ数は、サブシステムで実
行するユーザー・ジョブの数を決定します。この値を超えることはできません。既に最大数のジョブ
が実行しているときに追加のジョブを開始しようとすると、失敗します。
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v 経路指定項目追加 (ADDRTGE) コマンドの最大アクティブ経路指定ステップ (MAXACT) パラメー
ター。これは、この経路指定項目からアクティブにすることができるジョブの最大数です。デフォル
ト値の *NOMAX を使用することをお勧めします。

v ワークステーション項目追加 (ADDWSE) コマンドの最大アクティブ・ジョブ数 (MAXACT) パラメ
ーター。これは、ワークステーション項目から同時にアクティブにすることができるアクティブ・ジ
ョブの最大数です。デフォルト値の *NOMAX を使用することをお勧めします。

v ジョブ待ち行列項目追加 (ADDJOBQE) コマンドの最大アクティブ・ジョブ数 (MAXACT) パラメー
ター。これは、ジョブ待ち行列から同時にアクティブにすることができるジョブの最大数です。この
パラメーターのデフォルトは 1 であるため、この値は適切に構成する必要があります。

経路指定項目とワークステーション項目の最大アクティブ (MAXACT) パラメーターは使用可能で
すが、複雑さが増し、偶発的にシステムへのユーザーのアクセスを妨げる可能性が高くなるため、
これらのパラメーターは使用しないことをお勧めします。

各サブシステムごとにカスタムのサインオン・ディスプレイ・ファイルを使用することもできます。追
加のパラメーター SGNDSPF(*QDSIGNON) は、サブシステムがシステム提供のサインオン・ディスプ
レイ・ファイルである QDSIGNON を使用することを指定します。独自のカスタム・サインオン・ディ
スプレイ・ファイルを作成し、サブシステムの作成時にここでそのファイル名を指定することができま
す。独自のサインオン・ディスプレイ・ファイルを作成する場合は、「AS/400e シリーズ 実行管理の手
引き」で詳細を参照してください。

4. サブシステム名と同じ名前を使ってサブシステムのジョブ待ち行列を作成し、ジョブ待ち行列項目をサ
ブシステム記述に追加する。ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドを使ってカスタム・サブシステム内にジョ
ブを転送する必要がある場合、このステップは必須です。

ただし、ジョブ待ち行列項目を対話式サブシステムに追加することによって、バッチ処理をサブミット
する能力も対話式サブシステムに追加されます。対話式サブシステム内でバッチ処理が実行されないよ
うにする必要がある場合は、ジョブ待ち行列を作成せず、ジョブ待ち行列項目を追加しないでくださ
い。ジョブ待ち行列項目がない場合、ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドは使用できなくなるため、後述す
るワークステーション項目を定義して、ユーザーを正しいサブシステムに入れる必要があります。

CRTJOBQ JOBQ(SBSLIB/INTER1)
ADDJOBQE SBSD(SBSLIB/INTER1) JOBQ(SBSLIB/INTER1) MAXACT(*NOMAX)

5. 経路指定項目をサブシステムに追加する。次の経路指定項目を追加します。QINTER 用にシステム上に
標準で用意されている経路指定項目を見ると、いくつかの追加の経路指定項目が含まれていることが分
かります。これらの機能が必要な場合は、カスタマイズしたサブシステム記述にもこれらの経路指定項
目を追加します。

ADDRTGE SBSD(SBSLIB/INTER1) SEQNBR(9999) CMPVAL(*ANY) PGM(QSYS/QCMD) POOLID(2)

注: ADDRTGE コマンドはどのプール ID (POOLID) を使用するかを指定します。このコマンドの
デフォルトは 1 です。この例では、*INTERACT プールである 2 を指定します。専用プールを含
むサブシステム記述をセットアップした場合は、経路指定項目に適切なプール ID を指定してくだ
さい。

また、クラスの名前がサブシステム記述の名前と異なる場合は、ADDRTGE コマンドでクラスを指定す
る必要があります。

サインオン時にユーザーをアプリケーションに直接送れるように経路指定項目を設定すると、経路指定
項目が非常に複雑になることがあります。さらに、複数の経路指定項目を使用して、サブシステム内の
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複数のユーザーにさまざまなパフォーマンス特性をセットアップすることができます。経路指定項目に
よって使用できるオプションを調べる必要がある場合は、「AS/400e シリーズ 実行管理の手引き」を参
照してください。

6. ワークステーション項目をサブシステム記述に追加する。これは、サブシステムに割り当てる装置を割
り振るための重要なステップです。

対話式サブシステムが割り振る装置は、サブシステム記述に追加されたワークステーション項目によっ
て決定されます。ワークステーション項目は、ワークステーション名またはタイプのいずれかと、それ
らのワークステーションに対して行う必要がある割り振りを示します。ここでの鍵は、割り振りパラメ
ーター (AT) です。AT(*SIGNON) は、これらの装置の割り振りを試みて、可能な場合はサインオン表
示画面を表示するよう、サブシステムに指示します。AT(*ENTER) は、装置を割り振らず、サインオン
表示画面を表示しないよう、サブシステムに指示します。ただし、AT(*ENTER) では、指定されたワー
クステーション装置を、ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドを使ってそのサブシステムに転送することがで
きます。

どのサブシステムがどの装置を割り振るかを決定する必要があります。さらに、あるサブシステムから
別のサブシステムへの TFRJOB の使用を許可する必要があるかどうかを決定します。

以下に、処理を分割するための手法をいくつか例示します。これらの例では、サブシステムによって割
り振りを試行する装置の指定にフォーカスしています (この後の次のステップは、サブシステムが割り
振らない装置のワークステーション項目を設定する方法を示しています)。

a. 最初の例では、システムにアクセスする主な方法として Telnet またはパススルーのいずれかを使用
していること、および、システム・デフォルトの装置命名規則が使われることを前提としています。
このシナリオでは、すべての装置が QPADEVxxxx 命名規則を使用します。この例では、単純に、装
置名に基づいて装置をサブシステムに割り振ります。

QPADEVxxxx 命名規則では、装置名の最後の 4 文字として数字 (0 から 9) と文字 (B から Z の
子音を含み、母音 A、E、I、O、U、Y は含まない) が使用されるため、0001 から 00B0 で 300 個
の異なる装置名を指定できます。3 つのサブシステムに 900 人のユーザーを分割すること、また、
このシナリオでは、ユーザーが実行するサブシステムに関する優先度はないと仮定します。

自動的に作成されたすべての装置に QPADEVxxxx という名前が付けられるため、処理を分割する簡
単な方法の 1 つとしては、QPADEV0001 から QPADEV00B0 を最初のサブシステム、
QPADEV00B1 から QPADEV00M0 を 2 番目のサブシステム、QPADEV00M1 から QPADEV00Z0

を 3 番目のサブシステムに移動する、という方法があります。この単純な方法は問題なく機能しま
すが、システムは常に、QPADEV0001 から上位の番号の装置を選択します。つまり、最初の 300 人
のユーザーはサブシステム INTER1、次の 300 人は INTER2、最後の 300 人は INTER3 に移動さ
れます。しかし、多数のユーザー全員が同時にサインオンしようとするシナリオの場合、処理はサブ
システム間で均等に分散されません。

複数のサブシステム間で適切にワークロードを分散させるためには、以下の例で示すように装置をサ
ブシステムに割り当てることができます。この方法では複数のサブシステム間で処理が適切に分散さ
れますが、ワークステーション項目の定義がより複雑になります。

v INTER1 は以下のように割り振ります。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV000*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV003*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV006*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV009*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00D*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00H*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00L*) AT(*SIGNON)
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ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00P*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00S*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER1) WRKSTN(QPADEV00W*) AT(*SIGNON)

v INTER2 は以下のように割り振ります。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV001*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV004*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV007*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00B*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00F*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00J*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00M*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00Q*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00T*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER2) WRKSTN(QPADEV00X*) AT(*SIGNON)

v INTER3 は以下のように割り振ります。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV002*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV005*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV008*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00C*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00G*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00K*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00N*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00R*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00V*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/INTER3) WRKSTN(QPADEV00Z*) AT(*SIGNON)

b. 2 番目の例では、地域によって業務が異なると仮定し、各地域のユーザーがそれぞれ別の装置名を使
用して、各地域ごとに定義された個別のサブシステムで実行するように、サブシステムと装置の命名
規則が設定されていると仮定しています。例えば、東海岸のユーザーはすべて、EAST で始まる名前
の装置を使用し、サブシステム EAST で実行します。西海岸のユーザーはすべて、WEST で始まる
名前の装置を使用し、サブシステム WEST で実行します。同様に、中部のユーザーはすべて、
CENTRAL で始まる名前の装置を使用し、サブシステム CENTRAL で実行します。このシナリオで
は、それぞれのサブシステムがその地域的エリアの装置を割り振ります。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/EAST) WRKSTN(EAST*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/CENTRAL) WRKSTN(CENTRAL*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/WEST) WRKSTN(WEST*) AT(*SIGNON)

c. 3 番目の例では、サブシステムと装置の命名規則が、ユーザーの行う処理のタイプに基づいていると
仮定しています。すべてのプログラマーの装置には PGMR を含む名前が付いており、PGMR サブ
システムで実行します。すべての受注処理スタッフの装置には、ORDERENT を含む名前が付いてお
り、ORDERENT サブシステムで実行します。その他のすべてのユーザーは、システム・デフォルト
の命名規則 QPADEVxxxx を使用し、IBM 提供のサブシステム QINTER で実行します。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/PGMR) WRKSTN(PGMR*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(SBSLIB/ORDERENT) WRKSTN(ORDERENT*) AT(*SIGNON)
ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(QPADEV*) AT(*SIGNON)

7. 独自のサブシステムのセットを使い始めると、QINTER を使用する必要がなくなる場合があります。た
だし、引き続き QINTER を使用する理由がある場合は、QINTER が、他のサブシステムの下で実行さ
せたいワークステーションを割り振らないように設定する必要があります。これを行うためには、以下
の 2 つの方法を使用できます。

a. *ALL ワークステーション項目を QINTER から除去し、次に、QINTER で割り振りたい装置を指定
する特定のワークステーション項目を追加する。

ワークステーション・タイプ項目 *ALL を除去すると、QINTER はすべてのワークステーションの
割り振りを試行できなくなります。

RMVWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTNTYPE(*ALL)
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DSP* という名前の装置のワークステーション項目を追加して、平衡型接続のすべてのディスプレイ
装置が引き続き QINTER に割り振られるようにします。この例では、平衡型接続のディスプレイ装
置は引き続き QINTER で実行され、また、QINTER はその他の装置の割り振りを試行しません。

ADDWSE SBSD(SBSLIB/QINTER) WRKSTN(DSP*)

AT(*ENTER) キーワードを含むワークステーション項目の使用が回避されるため、これは最良の解
決策です。AT(*ENTER) は装置でサインオン表示画面を表示しないようにサブシステムに指示しま
すが、その装置上のユーザーは、ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドを使ってそのサブシステムでジョ
ブを実行できます。 TFRJOB の必要がない場合、最良の解決策は、AT(*ENTER) を含むワークステ
ーション項目を使用しないことです。さらに、AT(*ENTER) を含むワークステーション項目を使用
すると、交換回線の切断を使用する交換回線装置に対するシステムのオーバーヘッドが増すことがあ
ります。

b. ワークステーション項目を追加して、他のサブシステムに割り当てられている装置を割り振らないよ
う、QINTER に指示する。ただし、 QINTER は、サブシステムに割り振られていないその他の装置
を、引き続き割り振ります。この方法では、ワークステーション・タイプ項目 *ALL が QINTER

サブシステム内に保持され、別のサブシステムに割り振られている装置に、AT パラメーターを持つ
ワークステーション名項目が追加されます。

上記のステップ 6 では、処理を再分割する方法のさまざまな例を示すため、カスタマイズしたサブ
システムにワークステーション名項目を追加しました。3 つの例がありましたが、以下に、特定のサ
ブシステムに割り振られた装置を除き、装置が QINTER によって割り振られるようにするために、
QINTER に追加する必要があるワークステーション名項目を示します。

1) 最初の例の場合は、次のワークステーション項目が、いかなる QPADEVxxxx 装置も割り振らな
いよう QINTER に通知します。

ADDWSE SBSD (QGPL/QINTER) WRKSTN(QPADEV*) AT(*ENTER)

2) 同様に、上記の 2 番目の例の場合は、次のコマンドを使用します。

ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(EAST) AT(*ENTER)
ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(WEST) AT(*ENTER)
ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(CENTRAL) AT(*ENTER)

3) 3 番目の例の場合は、以下のとおりです。

ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(PGMR) AT(*ENTER)
ADDWSE SBSD(QGPL/QINTER) WRKSTN(ORDERENT) AT(*ENTER)

8. QINTER に関する最後かつ重要な考慮事項として、コンソール用のワークステーション・タイプ項目
*CONS があります。コンソールでは、誰かが誤ってサインオンしないようにしてください。

システムには、コンソール用のワークステーション項目 AT(*SIGNON) (*CONS ワークステーション・
タイプ項目) が含まれた制御サブシステムが標準で用意されています。QINTER には、コンソール用の
AT(*ENTER) ワークステーション・タイプ項目があります。

常に制御サブシステムでコンソールを実行し、コンソール・ジョブを他の対話式サブシステムに転送し
ないようにすることをお勧めします。これにより、コンソールにいるユーザーが、意図せずに自分のジ
ョブを終了してしまうことを防止できます。例えば、コンソールにいるユーザーが自分のジョブを
INTER1 に転送した後にそれを忘れてしまい、後でシステム終了 (ENDSYS) コマンドを実行してバック
アップ処理の準備を開始しようとすると、オペレーターが意図していない場合でも、コンソール・ジョ
ブも終了してしまいます。こうしたことを防ぐために、コンソール用のワークステーション項目をカス
タムの対話式サブシステムに追加しないようにします。

独自の対話式サブシステムを構成する場合の開始点として、 48ページの『シナリオの詳細: CL プログラ
ムの例』が提供されています。
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サブシステム記述の作成が完了したら、サブシステム記述表示 (DSPSBSD) コマンドを使ってサブシステム
のさまざまな属性を表示し、正しく設定されているかどうかを検査します。

サブシステム開始 (STRSBS) コマンドを使ってサブシステムを開始します。さまざまな名前を持つ装置を
使ってシステムにサインオンし、ジョブが適切なサブシステムで開始することを検査します。この検査は、
サブシステム・ジョブ処理 (WRKSBSJOB) コマンドを使って実行できます。

システムが制限状態になったり再始動されるたびにサブシステムを手動で始動しなくてもすむよう、システ
ム始動プログラムを変更して、これらのサブシステムが自動的に開始されるようにすることをお勧めしま
す。IPL 始動プログラムの変更方法についての詳細は、『IPL 始動プログラムを変更する』を参照してくだ
さい。

シナリオの詳細: CL プログラムの例
以下のサンプル・ソース・コードは、カスタマイズ・サブシステムをセットアップするための開始点として
使用できます。

注: 重要なリーガル情報 (法律的事柄に関する情報) については、『コード例の特記事項』をお読みくださ
い。

ソースを QGPL/QCLSRC 内に配置し、以下のコマンドを実行してコマンドと CPP を作成します。

CRTCMD CMD(QGPL/CRTMLTSBS) PGM(QGPL/QCRTMLTSBS) SRCFILE(QGPL/QCLSRC)
CRTCLPGM PGM(QGPL/QCRTMLTSBS) SRCFILE(QGPL/QCLSRC) LOG(*NO)

プログラムを実行するには、コマンド CRTMLTSBS を入力し、F4 (プロンプト) キーを押します。以下の
プロンプトが表示されます。

---------------------------------------------------------------
Create multiple subsystems (CRTMLTSBS)

選択項目を入力して、実行キーを押してください。

Subsystem name prefix . . . . . QINTER____ QINTER, name
Library name . . . . . . . . . . *CURLIB___ *CURLIB, name
Number of subsystems . . . . . . 1__ 1-999
Devices per subsystem . . . . . 200 1-500
---------------------------------------------------------------

このプログラムが実行する内容は、以下のとおりです。

v aaaaaaaNNN という命名規則を使って、最大 999 のサブシステムを作成します。

– aaaaaaa は、ユーザーが指定する 7 文字までの名前です。

– NNN は、作成されるサブシステムの 001 から 999 の連番です。

– プログラムはサブシステムに対して、作成された順に番号を付けます。

v 装置名項目は、QPADEV.... 命名規則に基づいてサブシステムに追加されます。プログラムは、サブシス
テムが作成されたときに、要求された数の装置名を各サブシステムに追加します。装置名は、サブシス
テムに “ラウンドロビン” スタイルで追加されます。つまり、サブシステム 001 は QPADEV0001、サ
ブシステム 002 は QPADEV0002 のようになります。

v CRTMLTSBS コマンドで指定したライブラリーは、このコマンドを実行する前に存在している必要があ
ります。

v コマンドの実行時にサブシステム記述が存在している場合、そのサブシステムは、装置名配列が引き続
き大きくなる場合でも、変更されることはありません。つまり、サブシステムが存在し、要求が各サブ
システムに 200 の装置を追加するということであっても、その 200 の装置名 (アルファベット順) が再
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度使用されることはありません。このような状況では、プログラムは完了するまで実行され、「コマン
ドの処理中に 1 つ以上のエラーが発生しました (One or more errors occurred during processing of

command)」という CPF2227 メッセージが返されます。実際の原因についてはジョブ・ログをチェック
してください。

v 各サブシステムには、それぞれ固有のジョブ待ち行列項目、ジョブ待ち行列名、およびクラスがありま
す。

v 各サブシステムには、IBM 提供の QINTER サブシステム記述と同じ、以下のような基本的な構成があ
ります。

------------------------------------------------

サブシステム記述 . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . : SBSLIB
サブシステム内の最大ジョブ数 . . . . . : *NOMAX
サインオン表示ファイル . . . . . . . . : QDSIGNON
ライブラリー . . . . . . . . . . . . : QSYS
システム・ライブラリー・リスト項目 . . : *NONE

-------------------------------------------------------

プール 記憶域 活動
ID サイズ (K) レベル
1 *BASE
2 *INTERACT

-------------------------------------------------------

オプションを入力して，実行キーを押してください。
5= ワークステーション名の明細表示

OPT 名前 OPT 名前 OPT 名前 OPT 名前
QPADEV0000
QPADEV0001
QPADEV0002 *** 装置数は要求される数によって異なります。
QPADEV0003
QPADEV0004
QPADEV....

--------------------------------------------------------

SEQ ジョブ 最大 ------ 優先順位による最大数 ------
NBR 待ち行列 ライブラリー 活動 1 2 3 4 5 6 7 8 9
10 QINTER001 SBSLIB *NOMAX * * * * * * * * *

_______________________________________________________________________
経路指定項目の表示

システム : TESTSYS
サブシステム記述 : QINTER001 状況 : 活動

オプションを入力して，実行キーを押してください。
5= 明細の表示

順序 開始
OPT 番号 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 比較値 桁

10 QCMD QSYS ’QCMDI’ 1
20 QCMD QSYS ’QS36MRT’ 1
40 QARDRIVE QSYS ’525XTEST’ 1
700 QCL QSYS ’QCMD38’ 1

---------------------------------------------------------------------------

経路指定項目の順序番号 . . . . . . . . . . : 10
プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . : QCMD
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : QSYS
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クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : SBSLIB

活動経路指定ステップの最大数 . . . . . . . : *NOMAX
プール識別コード . . . . . . . . . . . . . : 2
比較値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . : ’QCMDI’

比較開始桁 . . . . . . . . . . . . . . . . : 1

--------------------------------------------------------------------------

経路指定項目の順序番号 . . . . . . . . . . : 20
プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . : QCMD
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : QSYS

クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : SBSLIB

活動経路指定ステップの最大数 . . . . . . . : *NOMAX
プール識別コード . . . . . . . . . . . . . : 2
比較値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . : ’QS36MRT’

比較開始桁 . . . . . . . . . . . . . . . . : 1

------------------------------------------------------------------------

経路指定項目の順序番号 . . . . . . . . . . : 40
プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . : QARDRIVE
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : QSYS

クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : SBSLIB

活動経路指定ステップの最大数 . . . . . . . : *NOMAX
プール識別コード . . . . . . . . . . . . . : 2
比較値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . : ’525XTEST’

比較開始桁 . . . . . . . . . . . . . . . . : 1

------------------------------------------------------------------

経路指定項目の順序番号 . . . . . . . . . . : 700
プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . : QCL
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : QSYS

クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : SBSLIB

活動経路指定ステップの最大数 . . . . . . . : *NOMAX
プール識別コード . . . . . . . . . . . . . : 2
比較値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . : ’QCMD38’

比較開始桁 . . . . . . . . . . . . . . . . : 1

------------------------------------------------------------------

経路指定項目の順序番号 . . . . . . . . . . : 9999
プログラム . . . . . . . . . . . . . . . . : QCMD
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : QSYS

クラス . . . . . . . . . . . . . . . . . . : QINTER001
ライブラリー . . . . . . . . . . . . . . : SBSLIB

活動経路指定ステップの最大数 . . . . . . . : *NOMAX
プール識別コード . . . . . . . . . . . . . : 2
比較値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . : *ANY

比較開始桁 . . . . . . . . . . . . . . . . :

-----------------------------------------------------------------

このコマンドのソース・コードを以下に示します。

/******************************************************************************/
/* 5722-SS1 (C) COPYRIGHT IBM CORP. 2003, 2003 */
/* LICENSED MATERIAL - PROGRAM PROPERTY OF IBM */
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/* */
/******************************************************************************/
/* Create this command using the following command: */
/* */
/* Assuming the source is in file QGPL/QCLSRC */
/* */
/* CRTCMD CMD(QGPL/CRTMLTSBS) PGM(QGPL/QCRTMLTSBS) SRCFILE(QGPL/QCLSRC) */
/* */
/******************************************************************************/
/* */

CMD PROMPT(’Create multiple subsystems’)
PARM KWD(SBSNAM) TYPE(*CHAR) LEN(7) DFT(QINTER) +

CHOICE(’QINTER, name’) PROMPT(’Subsystem +
name prefix’)

PARM KWD(SBSLIB) TYPE(*CHAR) LEN(10) DFT(*CURLIB) +
CHOICE(’*CURLIB, name’) PROMPT(’Library +
name’)

PARM KWD(NBRSBS) TYPE(*DEC) LEN(3) DFT(1) RANGE(1 +
999) CHOICE(*VALUES) PROMPT(’Number of +
subsystems’)

PARM KWD(NBRDEV) TYPE(*DEC) LEN(3) DFT(200) +
RANGE(1 300) CHOICE(*VALUES) +
PROMPT(’Devices per subsystem’)

/* */

CL プログラムのソース・コードを以下に示します。

/******************************************************************************/
/* Assuming the source member is in QGPL/QCLSRC file. */
/* Create this program with the following command: */
/* */
/* CRTCLPGM PGM(QGPL/QCRTMLTSBS) SRCFILE(QGPL/QCLSRC) LOG(*NO) */
/* */
/* This program must be invoked using the CRTMLTSBS command. */
/* */
/******************************************************************************/
/* */

PGM PARM(&SBSNAM &SBSLIB &NBRSBS &NBRDEV)
/* */
/******************************************************************************/
/* 5722-SS1 (C) COPYRIGHT IBM CORP. 2003, 2003 */
/* LICENSED MATERIAL - PROGRAM PROPERTY OF IBM */
/******************************************************************************/
/* */

QSYS/DCL VAR(&CPYR) TYPE(*CHAR) LEN(230) +
VALUE(’LICENSED MATERIALS PROPERTY OF IBM +
5722SS1 (C) COPYRIGHT IBM CORP. 2003, +
2003 ALL RIGHTS RESERVED. US GOVERNMENT +
USERS RESTRICTED RIGHTS - USE, DUPLICATION +
OR DISCLOSURE RESTRICTED BY GSA ADP +
SCHEDULE CONTRACT WITH IBM CORP.’)

/* */
/******************************************************************************/
/* */

DCL VAR(&SBSNAM) TYPE(*CHAR) LEN(7)
DCL VAR(&SBSLIB) TYPE(*CHAR) LEN(10)
DCL VAR(&NBRSBS) TYPE(*DEC) LEN(3 0)
DCL VAR(&NBRDEV) TYPE(*DEC) LEN(3 0)
DCL VAR(&SBSCNT) TYPE(*DEC) LEN(3 0)
DCL VAR(&SBSCNTC) TYPE(*CHAR) LEN(3)
DCL VAR(&DEVCNT) TYPE(*DEC) LEN(10 0)
DCL VAR(&SBSNAME) TYPE(*CHAR) LEN(10)
DCL VAR(&DEVNAME) TYPE(*CHAR) LEN(10)
DCL VAR(&POS1) TYPE(*DEC) LEN(2 0) VALUE(1)
DCL VAR(&POS2) TYPE(*DEC) LEN(2 0) VALUE(1)
DCL VAR(&POS3) TYPE(*DEC) LEN(2 0) VALUE(1)
DCL VAR(&POS4) TYPE(*DEC) LEN(2 0) VALUE(1)
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DCL VAR(&TMP4) TYPE(*CHAR) LEN(4)
DCL VAR(&MSGID) TYPE(*CHAR) LEN(7)
DCL VAR(&MSGDTA) TYPE(*CHAR) LEN(512)
DCL VAR(&KEYVAR) TYPE(*CHAR) LEN(4)
DCL VAR(&MSGFILE) TYPE(*CHAR) LEN(10)
DCL VAR(&MSGLIB) TYPE(*CHAR) LEN(10)
DCL VAR(&ERR) TYPE(*DEC) LEN(1 0) VALUE(0)
DCL VAR(&ARY) TYPE(*CHAR) LEN(31) +

VALUE(’0123456789BCDFGHJKLMNPQRSTVWXYZ’)
/* */
/******************************************************************************/
/* Monitor for any unexpected condition then resignal the exception to */
/* the caller. */
/******************************************************************************/
/* */

MONMSG MSGID(CPF0000) EXEC(GOTO CMDLBL(ERROREXIT))
/* */
/******************************************************************************/
/* Insert the copyright. */
/******************************************************************************/
/* */

CHGVAR VAR(&CPYR) VALUE(&CPYR)
/* */
/******************************************************************************/
/* Insert the copyright. */
/******************************************************************************/
/* */

CHGVAR VAR(&DEVCNT) VALUE(&NBRDEV * &SBSCNT)
/* */
/******************************************************************************/
/* Set the library name if necessary. */
/******************************************************************************/
/* */

IF COND(&SBSLIB *EQ ’*CURLIB’) THEN(DO)
RTVJOBA CURLIB(&SBSLIB)
ENDDO
IF COND(&SBSLIB *EQ ’*NONE’) THEN(DO)
CHGVAR VAR(&SBSLIB) VALUE(’QGPL’)
ENDDO

/* */
/******************************************************************************/
/* Make sure the specified library exists. */
/******************************************************************************/
/* */

CHKOBJ OBJ(QSYS/&SBSLIB) OBJTYPE(*LIB)
/* */
/******************************************************************************/
/* Put out a status message. */
/******************************************************************************/
/* */

CHGVAR VAR(&MSGDTA) VALUE(’Checking for existing +
subsystems’)

/* */
SNDPGMMSG MSGID(CPF9898) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&MSGDTA) TOPGMQ(*EXT) MSGTYPE(*STATUS)
/* */
/******************************************************************************/
/* Make sure none of the subsystems exist. */
/******************************************************************************/
/* */
CHKFORSBS:

CHGVAR VAR(&SBSCNT) VALUE(&SBSCNT + 1)
/* */

IF COND(&SBSCNT *GT &NBRSBS) THEN(DO)
GOTO CMDLBL(NOSBS)
ENDDO

/* */
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CHGVAR VAR(&SBSCNTC) VALUE(&SBSCNT)
CHGVAR VAR(&SBSNAME) VALUE(&SBSNAM *TCAT &SBSCNTC)

/* */
/******************************************************************************/
/* Check for the existence of the subsystem. */
/******************************************************************************/
/* */

CHKOBJ OBJ(&SBSLIB/&SBSNAME) OBJTYPE(*SBSD)
MONMSG MSGID(CPF9801) EXEC(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*EXCP) RMV(*YES)
GOTO CMDLBL(CHKFORSBS)
ENDDO

/* */
/******************************************************************************/
/* If a subsystem already exists, signal the error and return. */
/******************************************************************************/
/* */

SNDPGMMSG MSGID(CPD1411) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +
MSGDTA(&SBSNAME *CAT &SBSLIB) +
TOPGMQ(*SAME) MSGTYPE(*INFO)

/* */
SNDPGMMSG MSGID(CPF1696) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&SBSNAME) +
TOPGMQ(*SAME) MSGTYPE(*DIAG)

/* */
CHGVAR VAR(&ERR) VALUE(1)

/* */
GOTO CMDLBL(END)

NOSBS:
CHGVAR VAR(&SBSCNT) VALUE(0)

/* */
/******************************************************************************/
/* Main loop of the program. */
/******************************************************************************/
/* */
NEXTSBS:

CHGVAR VAR(&SBSCNT) VALUE(&SBSCNT + 1)
CHGVAR VAR(&SBSCNTC) VALUE(&SBSCNT)
CHGVAR VAR(&SBSNAME) VALUE(&SBSNAM *TCAT &SBSCNTC)

/* */
/******************************************************************************/
/* Put out a status message. */
/******************************************************************************/
/* */

CHGVAR VAR(&MSGDTA) VALUE(’Creating subsystem’ +
*BCAT &SBSNAME)

/* */
SNDPGMMSG MSGID(CPF9898) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&MSGDTA) TOPGMQ(*EXT) MSGTYPE(*STATUS)
/* */
/******************************************************************************/
/* If the subsystem doesn’t exist, create it and the associated entries. */
/******************************************************************************/
/* */
/* Create the subsystem description. */
/* */

CRTSBSD SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLS((1 *BASE) (2 +
*INTERACT)) TEXT(’Created by the +
CRTMLTSBS command’)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */
/* Create a jobq. */
/* */

CHKOBJ OBJ(&SBSLIB/&SBSNAME) OBJTYPE(*JOBQ)
MONMSG MSGID(CPF9801) EXEC(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*EXCP) RMV(*YES)
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CRTJOBQ JOBQ(&SBSLIB/&SBSNAME) TEXT(’Created by the +
CRTMLTSBS command’)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
GOTO CMDLBL(ADDJOBQE)
ENDDO

/* */
CHGVAR VAR(&ERR) VALUE(1)

/* */
SNDPGMMSG MSGID(CPF3323) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&SBSNAME *CAT &SBSLIB) +
TOPGMQ(*SAME) MSGTYPE(*DIAG)

/* */
/* Add the jobq entry. */
/* */
ADDJOBQE:

ADDJOBQE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) +
JOBQ(&SBSLIB/&SBSNAME) MAXACT(*NOMAX)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */
/* Create the class */
/* */

CHKOBJ OBJ(&SBSLIB/&SBSNAME) OBJTYPE(*CLS)
MONMSG MSGID(CPF9801) EXEC(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*EXCP) RMV(*YES)
CRTCLS CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) RUNPTY(20) PURGE(*YES) +

DFTWAIT(30) CPUTIME(*NOMAX) +
MAXTMPSTG(*NOMAX) MAXTHD(*NOMAX) +
TEXT(’Created by the CRTMLTSBS command’)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
GOTO CMDLBL(ADDRTGE)
ENDDO

/* */
CHGVAR VAR(&ERR) VALUE(1)
SNDPGMMSG MSGID(CPF1064) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&SBSNAME *CAT &SBSLIB) +
TOPGMQ(*SAME) MSGTYPE(*DIAG)

/* */
/* Add the standard routing entries. */
/* */
ADDRTGE:

ADDRTGE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) SEQNBR(10) +
CMPVAL(’QCMDI’ 1) PGM(QSYS/QCMD) +
CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLID(2)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */

ADDRTGE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) SEQNBR(20) +
CMPVAL(’QS36MRT’ 1) PGM(QSYS/QCMD) +
CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLID(2)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */

ADDRTGE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) SEQNBR(40) +
CMPVAL(’525XTEST’ 1) PGM(QSYS/QARDRIVE) +
CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLID(2)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */

ADDRTGE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) SEQNBR(700) +
CMPVAL(’QCMD38’ 1) PGM(QSYS/QCL) +
CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLID(2)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */

ADDRTGE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) SEQNBR(9999) +
CMPVAL(*ANY) PGM(QSYS/QCMD) +
CLS(&SBSLIB/&SBSNAME) POOLID(2)

RCVMSG MSGTYPE(*COMP) RMV(*YES)
/* */
/* Go create the next subsystem. */
/* */

54 iSeries: サブシステム構成



IF COND(&SBSCNT *LT &NBRSBS) THEN(DO)
GOTO CMDLBL(NEXTSBS)
ENDDO

/* */
/******************************************************************************/
/* Put out a status message. */
/******************************************************************************/
/* */

CHGVAR VAR(&MSGDTA) VALUE(’Adding device names to +
the’ *BCAT &SBSNAM *TCAT ’... subsystems’)

/* */
SNDPGMMSG MSGID(CPF9898) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&MSGDTA) TOPGMQ(*EXT) MSGTYPE(*STATUS)
/* */
/******************************************************************************/
/* Generate a device name. */
/******************************************************************************/
/* */
NEXTDEV:

CHGVAR VAR(&POS4) VALUE(&POS4 + 1)
IF COND(&POS4 *GT 31) THEN(DO)
CHGVAR VAR(&POS4) VALUE(1)
CHGVAR VAR(&POS3) VALUE(&POS3 + 1)
ENDDO
IF COND(&POS3 *GT 31) THEN(DO)
CHGVAR VAR(&POS3) VALUE(1)
CHGVAR VAR(&POS2) VALUE(&POS2 + 1)
ENDDO
IF COND(&POS2 *GT 31) THEN(DO)
CHGVAR VAR(&POS2) VALUE(1)
CHGVAR VAR(&POS1) VALUE(&POS1 + 1)
ENDDO

/* */
/* Check for using up all device names. */
/* */

IF COND(&POS1 *GT 31) THEN(DO)
/* */
/* We ran out of device names. */
/* */

CHGVAR VAR(&MSGDTA) VALUE(’We used all possible +
device names’)

SNDPGMMSG MSGID(CPF9898) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +
MSGDTA(&MSGDTA) TOPGMQ(*PRV) MSGTYPE(*ESCAPE)

RETURN
ENDDO

/* */
CHGVAR VAR(%SST(&TMP4 1 1)) VALUE(%SST(&ARY &POS1 1))
CHGVAR VAR(%SST(&TMP4 2 1)) VALUE(%SST(&ARY &POS2 1))
CHGVAR VAR(%SST(&TMP4 3 1)) VALUE(%SST(&ARY &POS3 1))
CHGVAR VAR(%SST(&TMP4 4 1)) VALUE(%SST(&ARY &POS4 1))
CHGVAR VAR(&DEVNAME) VALUE(’QPADEV’ *TCAT &TMP4)

/* */
/* Set the subsystem name. */
/* */

IF COND(&SBSCNT *GE &NBRSBS) THEN(DO)
CHGVAR VAR(&SBSCNT) VALUE(0)
ENDDO
CHGVAR VAR(&SBSCNT) VALUE(&SBSCNT + 1)
CHGVAR VAR(&SBSCNTC) VALUE(&SBSCNT)
CHGVAR VAR(&SBSNAME) VALUE(&SBSNAM *TCAT &SBSCNTC)

/* */
/* Add the device name to the subsystem. */
/* */

ADDWSE SBSD(&SBSLIB/&SBSNAME) WRKSTN(&DEVNAME) +
JOBD(*USRPRF) MAXACT(*NOMAX) AT(*SIGNON)

RCVMSG MSGTYPE(*LAST) RMV(*NO) MSGID(&MSGID)
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IF COND(&MSGID *EQ ’CPC1602’) THEN(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*LAST) RMV(*YES)
ENDDO
ELSE CMD(DO)
IF COND(&MSGID *EQ ’CPF1698’) THEN(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*LAST) RMV(*YES)
ENDDO
RCVMSG MSGTYPE(*LAST) RMV(*NO) MSGID(&MSGID)
IF COND(&MSGID *EQ ’CPD1431’) THEN(DO)
RCVMSG MSGTYPE(*LAST) RMV(*YES)
ENDDO
ENDDO

/* */
/* */
/* Keep a count of the number of devices in a subsystem. */
/* */

CHGVAR VAR(&DEVCNT) VALUE(&DEVCNT + 1)
/* */
/* */
/* Have we reached the number of devices in a subsystem? */
/* */

IF COND(&DEVCNT *GE (&NBRDEV * &NBRSBS)) THEN(DO)
GOTO CMDLBL(END)
ENDDO

/* */
/* Go create another device name. */
/* */

GOTO CMDLBL(NEXTDEV)
/* */
/******************************************************************************/
/* */
END:
/* */

IF COND(&ERR *EQ 1) THEN(DO)
SNDPGMMSG MSGID(CPF2227) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

TOPGMQ(*PRV) MSGTYPE(*COMP)
ENDDO
ELSE CMD(DO)
CHGVAR VAR(&MSGDTA) VALUE(’CRTMLTSBS command +

completed..’)
SNDPGMMSG MSGID(CPF9898) MSGF(QSYS/QCPFMSG) +

MSGDTA(&MSGDTA) TOPGMQ(*PRV) MSGTYPE(*COMP)
ENDDO
RETURN

/* */
/******************************************************************************/
/* */
ERROREXIT:
/* */
/* Receive an exception message and save the variables. */
/* */

RCVMSG PGMQ(*SAME) MSGTYPE(*EXCP) RMV(*YES) +
KEYVAR(&KEYVAR) MSGDTA(&MSGDTA) +
MSGID(&MSGID) MSGF(&MSGFILE) MSGFLIB(&MSGLIB)

MONMSG MSGID(CPF0000) CMPDTA(*NONE) EXEC(RETURN)
/* */
/* Resignal the message. */
/* */

SNDPGMMSG MSGID(&MSGID) MSGF(&MSGLIB/&MSGFILE) +
MSGDTA(&MSGDTA) MSGTYPE(*ESCAPE) +
KEYVAR(&KEYVAR)

MONMSG MSGID(CPF0000) CMPDTA(*NONE) EXEC(RETURN)
/* */
/******************************************************************************/
/* */

RETURN
/* */
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/******************************************************************************/
/* */

ENDPGM
/* */
/******************************************************************************/

対話式ユーザーおよび装置の管理
このセクションでは、装置名の割り当て、非アクティブ装置のタイムアウト、装置回復処置など、
OS/400(R) での対話式ジョブ管理に関連するいくつかの追加のトピックについて説明します。

特定のサブシステムへのユーザーの経路指定
対話式セッションの場合、OS/400 は装置記述によってジョブをサブシステムに割り当てます。どのユーザ
ーがどのディスプレイ装置と関連付けられているかを識別できるため、この方法は、特にユーザーが平衡型
接続の端末を使用してシステムに接続していたときには、問題なく機能しました。ただし、対話式の処理が
平衡型端末から仮想ディスプレイ装置に移行したことで、デバイス記述からユーザー・プロファイルへの関
連付けが極めて難しくなりつつあります。

装置記述ではなくユーザー・プロファイルに基づいてユーザーをサブシステムへ経路指定できるようにしな
ければならない、という場合が数多くあります。しかしながら、OS/400 によって提供されるサブシステム
構成では、この機能は提供されません。ユーザー・プロファイルに基づいて処理をサブシステムに経路指定
するためには、最初にすべてのユーザーを単一のサブシステム (通常は QINTER) を介してシステムに送
り、ユーザー・プロファイル内でそのユーザーの最初のプログラムに、ユーザーのジョブを目的のサブシス
テムに転送するジョブ転送コマンドを指定する、という方法が典型的な方法として使用されます。通常、こ
の方法は問題なく機能しますが、以下のような重要な考慮事項があります。

v ジョブ転送 (TFRJOB) コマンドを使用する際に、システムのオーバーヘッドが発生します。ジョブを単
にサブシステムから別のサブシステムに移動するのではなく、ターゲット・サブシステムで新しい経路
指定ステップを開始して、その経路指定ステップを現行サブシステムで終了します。(経路指定ステップ
についての詳細は、「AS/400e シリーズ 実行管理の手引き」を参照してください。) TFRJOB を使わず
に目的のサブシステムにユーザーを入れると、システム・リソースをはるかに効率的に使用できます。

v すべての装置が QINTER などの 1 つのサブシステムに割り振られていて、300 を超える多数の装置が
ある場合は、装置回復処置によってサブシステムがスローダウンする恐れがあります。単一のサブシス
テムに割り振る装置を一定数にとどめることをお勧めします。

ユーザーを適切なサブシステムに入れるための方法として、ジョブ転送を使用する以外の、より優れた解決
策を見つけることを強くお勧めします。次のセクションでは、装置名を割り当てるうえで使用できる技法に
ついて説明し、ユーザーと関連付けられた装置名を与えることのできる機能を提供します。このハードルを
乗り越えれば、ジョブ転送を使わずに、ワークステーション項目を使って、目的のサブシステムにユーザー
を入れることが可能になります。

装置名の割り当て
システムには、ディスプレイ・セッションに使用するデフォルトの命名規則があります。現在、5250 セッ
ションへのサインオン方法としては、Telnet の使用が最も一般的です。例えば、iSeries(TM) Access を使っ
てサインオン画面を表示する場合、実際には、基礎となる通信メカニズムとして Telnet を使用する
PC5250 を使用しています。Telnet を使用するときには、システムで変更を加えない限り、装置名に対して
システム・デフォルトの命名規則である QPADEV* が使用されます。これには、以下のようないくつかの
大きな欠点があります。

v システムがデフォルトの装置命名規則 (QPADEV* など) を使って自動的に選択した装置を使用するジョ
ブは、切断することができない。
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v すべての装置に QPADEV* という名前が付けられていると、複数のユーザーの管理や偶発的な問題のデ
バッグが困難である。

v 処理のタイプや処理を行うユーザーに基づいて処理を再分割することができないため、複数のサブシス
テムへの装置の分割は、やや無原則なものとなる。

v ワークステーション項目は装置名によって処理を経路指定するが、ユーザーは、ユーザー・プロファイ
ルによって処理を経路指定する必要がある。QPADEV* と特定ユーザーとの間に関連を作ることはでき
ません。

システム上で変更を加え、独自の装置命名規則を割り当てて管理することによって、システムのデフォルト
の動作の欠点を克服することができます。これを行うためには、いくつかの方法があります。次のセクショ
ンでは、そのすべての方法について説明します。各アプローチには、それぞれ利点と欠点があります。

1. Telnet 装置の初期設定出口点と終了出口点。これらの出口点は、システムにサインオンするクライアン
トに基づいて装置名を割り当てる機能を提供します。出口点は、クライアント IP アドレスとユーザ
ー・プロファイル名、および追加情報を提供します。これにより、ユーザーは、クライアントに対して
使用する必要のある装置記述に対し、独自のクライアント・マッピングを行うことができます。装置初
期設定出口点は、サインオン・パネルをバイパスする方法も提供します。これらの出口点についての詳
細は、『Telnet 出口点 (Telnet Exit Point)』を参照してください。出口プログラムの例は、『Technical

Studio: Telnet Exit Programs』を参照してください。

これらの出口点を使って装置命名規則を管理することの主な利点は、すべてのクライアントを iSeries

サーバー上で集中管理できるという点です。主な欠点は、プログラミングのスキルが必要であるという
点ですが、 Technical Studio に、極めて実用的な出口プログラムのソース・コードの例が用意されてい
ます。

2. 装置選択出口点。この出口点を使うと、自動的に作成された仮想装置と仮想コントローラーに対して使
用する命名規則の指定や、特定の要求に対して使用する自動作成制限の指定ができます。この出口点を
使って、Telnet、5250 ディスプレイ装置のパススルー、および仮想端末 API が使用する、自動作成さ
れた装置に対して、さまざまな命名規則を指定することができます。さらに、仮想装置の自動構成 (

QAUTOVRT ) システム値を、より細かい方法で管理することができます。例えば、ある 1 つの値を
Telnet 用に自動作成された装置に許可し、別の値を 5250 ディスプレイ装置のパススルー装置に許可す
ることができます。詳しくは、『装置選択出口点 (Device Selection Exit Point)』を参照してください。

この出口点は、装置に使用するデフォルトの命名規則 (QPADEV* など) を制御する機能を提供します
が、単独で特定のユーザーに特定の装置を指定することはできません。この出口点は、さまざまなアク
セス方法に対してさまざまな命名規則ときめ細かい QAUTOVRT 管理を使用できるため、システムへの
接続方法が混在している (Telnet、5250 ディスプレイ装置のパススルー、WebFacing など) 場合に最も
便利です。

3. PC5250 (iSeries Access) ワークステーション ID のサポート。特定のワークステーション名を使って接
続するよう、iSeries Access を構成できます。このパネルのヘルプ・ボタンを選択すると、ワークステ
ーション ID を指定するためのさまざまなオプション (指定したものが既に使用中の場合は新しい名前
を生成する、など) が表示されます。
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この方法の主な欠点は、PC5250 構成設定を、サーバーに接続しているすべてのクライアントでそれぞ
れ管理する必要があるという点です。

4. OS/400 Telnet クライアント。OS/400 Telnet クライアント・コマンド (STRTCPTELN または TELNET)

を使用して、サーバー・システムへのサインオンに使用する装置名を指定することができます。

このデフォルトの方法の主な欠点は、STRTCPTELN (TELNET) コマンドを使用する際には常に、リモ
ート仮想表示装置の値が正しく指定されていることを確認する必要がある、という点です。この問題を
多少でも緩和するため、カスタム版の STRTCPTELN コマンドを作成し、リモート仮想端末表示装置の
値を確認してから、IBM(R) 提供のコマンドを実行することができます。

5. 仮想コントローラーおよび装置は、手動で作成することができます。Telnet 用の仮想装置の作成につい
ての詳細は、iSeries Information Center の『Telnet サーバーの構成』のトピックを参照してください。

この方法では、コントローラーと装置に使用する名前を管理できますが、特定のユーザーに特定の装置
をマップする機能は備えられていません。

非アクティブの対話式セッションの管理
非アクティブの対話式セッションとは、サインオン状態ではあるものの、端末への I/O を行っておらず、
状態が変更されておらず、また、指定された時間フレーム中に CPU 時間を使用していないユーザー・ジョ
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ブのことを指します。端末セッションにサインオンしていても不在のままである場合、これらの非アクティ
ブ・セッションは機密漏れ状態であると言えます。幸いにも、OS/400 は、非アクティブな対話式セッショ
ンをタイムアウトにする機能を備えています。

非アクティブ・セッションの管理には、以下の 2 つのシステム値を使用します。

v 非アクティブ・ジョブのタイムアウト・インターバル (QINACTITV)。このシステム値は、システムが非
アクティブ・セッションの有無をチェックする時間間隔を決定します。

v ジョブがタイムアウトになったとき (QINACTMSGQ)。このシステム値は、非アクティブ・セッションが
タイムアウトになった際に実行される処置を指定します。

システムの出荷時には QINACTITV システム値が *NONE に設定されているため、デフォルトではセッシ
ョンはタイムアウトになりません。この値を *NONE から適切な分数に変更する必要があります。最大タ
イムアウト値は 300 分 (5 時間) です。サーバーの使用に適した時間の値を選択してください。

セッションがいつタイムアウトになるかを理解するには、QINACTITV タイムアウト・インターバルがどの
ように機能するかを把握する必要があります。この時間間隔が終了すると、すべての対話式サブシステムが
そのサブシステムで実行中のジョブをチェックして、その時間フレーム中にアイドル状態であったかどうか
を判別します。アイドルになっていた場合は、非アクティブ・ジョブに対して、QINACTMSGQ システム
値で定義した処置がとられます。ジョブは、非アクティブ状態になっていたことをシステムが検出するまで
に、QINACTITV に指定した値のほぼ 2 倍の時間の間アイドル状態となる可能性があります。これは、非
アクティブ・ジョブをチェックするインターバルが終了した直後にジョブが開始した場合に発生します。例
えば、QINACTITV が 10 分に設定されていて、9:10 にシステムが非アクティブ・ジョブをチェックした
とします。9:12 に新しい対話式ジョブ NEWJOB が開始し、そのジョブでは何も実行されません。9:20 に
システムはもう一度非アクティブ・ジョブをチェックしますが、NEWJOB が非アクティブ状態となってい
たのは 10 分間ではなく 8 分間であるため、タイムアウトにはなりません。9:30 にシステムは再度非アク
ティブ・ジョブをチェックします。ここで NEWJOB はタイムアウトになりますが、非アクティブ状態と
なってから 18 分間が経過していることになります。

上述のとおり、QINACTMSGQ はシステムが非アクティブ・セッションに対して実行する処置を決定しま
す。このシステム値には、以下の 3 つのオプションがあります。

v *ENDJOB - 非アクティブ・ジョブを終了します。

v *DSCJOB - 非アクティブ・ジョブを切断します。

注: QPADEV* 装置を使用するジョブを切断することはできません。切断された装置にもう一度サ
インオンするためには、同じ装置記述とユーザー・プロファイルを使ってシステムにサインオンす
る必要があります。ただし、システムによって割り当てられた仮想装置では、同じ QPADEV* 装
置にもう一度サインオンするということはほとんどないため、システムはこれらの装置からのジョ
ブの切断を許可しません。ジョブ切断オプションを使用するには、装置名を割り当てます。この資
料で前述した『装置名の割り当て』のトピックを参照してください。

v メッセージ待ち行列とライブラリー。メッセージは、非アクティブ状態の各セッションごとに指定され
たメッセージ待ち行列に送信されます。このオプションを使用して、プログラムを作成し、ユーザー独
自に非アクティブ・ジョブを管理することができます。これは、*ENDJOB または *DSCJOB が提供す
るシステム・ワイドな動作よりも細分度の高い動作が必要な場合に、非常に便利です。例えば、非アク
ティブになっている JOHN のジョブは常に終了させ、MARY のジョブは切断し、BOSS のジョブは常
にアクティブのままにしておきたい、という場合があります。

非アクティブ装置のタイムアウトは、QShell または PASE 端末セッションには適用されません。これらの
セッションは表示待ち状態になることは絶対にないため、非アクティブとみなされることはなく、タイムア
ウトになることはありません。
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装置回復の管理
ワークステーションで装置エラーが起こったときに行われるアクション (QDEVRCYACN) と装置回復処置
のジョブ属性によって、対話式ジョブで装置エラーが発生したときに取られる処置が決まります。以下のオ
プションがあります。

v *MSG - 機密漏れの恐れがあるため、このオプションの使用はお勧めできません。

v *DSCMSG - 可能な場合、このジョブは切断されます (QPADEV* 装置を持つジョブの場合、ジョブは終
了します)。装置に再度サインオンする際に、古いジョブに再接続するか、古いジョブを終了するかを選
択できます。古いジョブに再接続すると、実行中のアプリケーションにエラー・メッセージが送信され
ます。

v *DSCENDRQS - 可能な場合、このジョブは切断されます (QPADEV* 装置を持つジョブの場合、ジョブ
は終了します)。装置に再度サインオンする際に、古いジョブに再接続するか、古いジョブを終了するか
を選択できます。古いジョブに再接続すると、キャンセル要求機能が実行されます。

v *ENDJOB - ジョブは終了し、ジョブ・ログが生成されます。

v *ENDJOBNOLIST - ジョブは終了し、ジョブ・ログは生成されません。このオプションを選択すると、
ジョブ・ログの作成によるシステムのオーバーヘッドが回避されるため、ネットワーク上の問題によっ
て多数のジョブを一度に終了する場合は、特に便利なオプションです。

装置記述の IP アドレスの判別
Telnet を使用して iSeries にアクセスする場合は、装置記述のユーザーのリモート IP アドレスを検索する
ことができます。これは、その装置でジョブがアクティブであるときに行うことができます。

これを行うには、 装置記述の検索 (QDCRDEVD) API、フォーマット DEVD0600 を使用します。
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特記事項

本書の情報は特定物として現存するままの状態で提供されるものであり、いかなる保証も提供されません。
他社製品への言及および参照は、単に情報提供目的で記載されたものであり、IBM がそれらの製品を推奨
するものではありません。

本書に含まれるパフォーマンス・データは、管理環境下で標準の IBM ベンチマークを使用し得られた測定
結果と予測に基づくものです。ユーザーが実際に得られるスループットまたはパフォーマンスは、ユーザー
のジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、I/O 構成、記憶域構成、および処理されるワー
クロードなどの考慮事項によって異なります。したがって、個々のユーザーがここで述べる比率と同等のス
ループットまたはパフォーマンスの向上を得られるという保証はありません。
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